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共働き夫妻の相互関係の分析*

日本とスウェーデンの比較を通じて^

1.序

はじめに1.1

本穂は「日本・スウェーデン家族比較研究会」の了承のもと,

デン家族比較研究会編『家庭生活と仕事に関する調査研究第一

共働き夫妻を対象にー』に拠って,執筆したものである

日本・スウエ

次報告書一常勤

-145-

19船年に日本労働組合総連合会(連合)が行なった 1万人アンケート「女性の

労働・生活時間実態調査」で,就業する日本女性の過酷な生活実態が明らかに

なった(連合女性局編 1994:34).

グラフ 1-1-1 (グラフはまとめて後ろに付している)は共働き夫妻の生活時間

を表しているが,平日における女性の家事・育児・介護に費やす時間は1日平均

3時問 10分であるのに対して,男性はわずか 34分であった.1日の労働時問と

家事・育児・介護などの時間を合わせた総合的な労働時間は女性が11時問 57分

で,男性の 10時間 14分に比べて約 1時間40分も長いことになる.さらに日曜日

の生活時間を比べてみても女性が家事・育児・介護に費やす時間は男性の3倍

の結果,共働きの女性は睡眠時以上になっている(連合女性局編 1994:35) L-

問や自由時問を削ることになる

また,国際貿易振興会(ルTRO)が実施した 19船年の調査でも,1週間の労働時

問と家事時問を合わせた時間は,日本の女性は74.4時間(うち家事時間は 26.フ

時間),男性は 61.7時間(同4.0時問)となっており,女性の方が長いことがわ,

かった(総理府編 1994:22).グラフ 1-1-2 は先進諸国の生活時間の比較を示す

がどの国でも総合労働時間は女性の方が長い'それでも調査対象となった先,

進国では男性の家事時間が日本に比べて長いために,家事時間の男女差は多く

ても 2 倍以内である.ところが日本の男女差は 6.6倍となっている(総理府編

1994:22).

高齢少子社会への対応策として,女性が家事と仕事を両立させることができ

る社会を築くため,育児休業法,介護休業法など新たな制度も整備されつつぁ

る.しかし,制度の整備と同時に,前述した世界一長いといわれる日本女性の,

総合労働時間に着目する必要があるだろう.結婚し,家庭を持つことによって,
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総合労働時問が一挙に増え,自由時問や睡眠時間まで奪われてしまう社会では,

人は家庭をつくる意欲が薄れる

一方,本稿で取り上げようとするスウェーデンは,60年代以降「労働と余暇

と家事を男女平等に」という理念のもと,様々な男女平等政策が図られてきた,

結果,男女平等の規範が比較的社会に定着しており,日本とは状況がかなり異

なっている.そこで,スウェーデンと日本の家庭における男女の相互関係を比

較することによって,日本女性の総合労働時間を引き上げている要因は何であ

るのかを考えてみることとする

1.2.目的

家庭における様々

くのだろうか.スウ

以下8つの観点から ,

本稿の構成を示して

<1-1-3.本稿の構成>

1

<フ^

ーーーーーー^

な事柄は何が要因となって、どのようにして決められてい

エーデンの共働き夫妻の生活や考え方との比較を通じて,

日本の共働き夫妻の相互関係を明らかにする.図 1-1-3 は,

いる
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( 1 )

( 2 )

( 3 )

( 4 )

性役割分業を夫妻それぞれがどのように認識しているか(第2章)

家事労働をどう考えているか(第 3 章)

各家庭における家事分担はどのように分担されているか(第 4 章)

家事分担の基本原則をどう考え,何を基準に家事分担を決めているか

(第5章)

現実の家事分担に対する夫妻それぞれの評価はどのようになっている

(第 6 章)

現実の家事分担を変更しようと考えているか,それに伴う対立はある

(第7章)

女性が就労することの意味をどうとらえているか(第 8 章)

仕事と育児の両立はどうなっているか(第 9 章)

( 5 )

( 6 )

(フ)

( 8 )

<スウェーデンでの調査「スウェーデンの家庭における労働と経済」の概要>

スウェーデン政府は 1994年9月に男女間における経済的権力と経済的資源の

れを受けて 19鮖年5月に配分についての調査,分析をすることを決定した L-

はδStersund 県長官(1andsh6Vding)の KI'istina peTsson 氏を中心に「女性の権

力調査委員会」(Kvinnomaktutredningen)が発足した.調査委員会のメンバーは

ストックホルム大学社会学部の G6τan AhTne 氏をはじめとし,国内経済,労働

市場政策などを専門とする大学研究者7 名で構成された(AhTne & Roman 1997:

24 ).

様々な研究分野で 14件にわたる調査プロジェクトが行なわれたが, Ahl'ne 氏

とウップサーラ大学社会学部の Chri.tine Roman 氏が中心となって行なった

「家族における権力関係」(Makt i f田oiljen)の研究は注目される.このプロ

ジェクトでは,全国調査「スウェーデンの家族における労働と経済」を実施し

た.調査の概要は以下の通りである

*調査の目的

「男女問における経済的権力と経済的資源の配分についての分析調査」の

-147 ー

1.3.方法

スウェーデン政府が 1996年に実施した調査「スウェーデンの家庭における労

働と経済」(ATbete och ekonomi i svenska f抑iljez )の中の量的(アンケート)

調査(1996年実施)と日本国内調査「家庭生活と仕事に関するアンケート」

(1997年実施)の集計をもとに,両国の共働き夫妻の相互関係を比較する

以下,それぞれの調査の概要を簡単にまとめておく



環として,男女の経済的,労働的資質が家庭の中で男女間でどのように配分

されているか,またそれらの資源が家庭内の男女問の権力関係にいかに関与,

しているかを調べる

*調査方法

量的調査(アンケート調査).

調査対象:25~60歳の男女個人(法律婚あるいは事実婚(S祉obo )をしてい

る人)

実施期問:1996年3 ~ 4月

抽出方法:調査会社 SIF0 に依頼し,全国レベルで無作為抽出.郵送調査と

電話調査で回答者数は男女合わせて 1281人,回収率は68%(以上,

AhTDe & Rolnan 1997:21).

1.4.本稿における限界

2国の国際比較にあたり

(1)日本とスウェーデン

<日本での調査「家庭生活と仕事に関する調査研究」の概要>

「日本・スウェーデン家族比較研究会」は上記のスウェーデンにおける調査

が実施されたことを受け, AhTne 氏と Roman 氏の協力を得て,この調査の分析

を進めた.さらに日本国内でもスウェーデンでの調査と基本的に同内容のアン

ケート調査を実施し,両国における夫妻関係を比較分析することを計画した.こ

調査の概要は以下の通りである

*調査方法

量的調査(アンケート調査).

調査対象:親と同居していない共働き夫妻(事実婚も含む.子供の有無は問

わない)

実施期間:1997年9 ~ 10月

抽出方法:スウェーデンとの比較を考えた場合,常勤の共働き夫妻のサンプ

ルが必要であった.本来はスウェーデンと同じ抽出方法を採るべ

きだが,それでは常勤の共働き夫妻のサンプルがとりにくぃ.そ

で,連合大阪に調査協力を依頼し,加盟する労働組合の代表者こ

を通じて,職場内で調査対象の条件に合った女性組合員に調査票

を配付した.調査票の回収は郵送で行なった.回答者数は夫妻492

組,回収率は 82%(以上は,日本・スウェーデン家族比較研究会

編 1998:8 ).

とルール

,多くの制約と限界がある

では,労働習慣,男女の共同生活の形態など様々な
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条件が異なっている.そのため,両調査は必ずしも調査対象者(年齢を

含む),実施期間,抽出方法,質問項目などにおいて全く同じ条件で行な

われたわけではない.例えば,スウェーデンの調査では,調査対象者を

全国レベルで無作為抽出している.本来であれば,日本での調査も住民

台帳や選挙人名簿から無作為抽出するべきであるが,この方法では「共

働き」で「核家族」の抽出サンプルが少なくなることが予測される.そ

のため,日本の調査では,調査対象者は連合大阪の組合員とその夫に限

られている(日本・スウェーデン比較家族研究会編 1998:フ).しかし,

日本での調査はスウェーデンでの調査との比較を前提に計画し,実施さ

れたものであり,両者の比較は有意であると考える

両調査の大きなテーマは「夫妻の権力関係」である.そのため本来は回

答者の属性,つまり年収や学歴などの諸条件が,どれだけ夫妻の関係に

影響しているかを分析することが極めて重要となる.しかし本稿では,

スウェーデンと日本の共働き夫妻像を明らかにすることを目指し,属性

からの分析については次回以降の課題とした

日本での調査における設問は,基本的にスウェーデンの調査で使用され

た設問を翻訳したものである.しかし,日本・スウェーデン両国の文化,

生活習慣,制度の違いにより,直訳では設問の意味が伝わりにくいもの

のような場合、日本での調査では日本の回答者が答えやすい/、、がある 口(^

ように,日本・スウェーデン家族比較研究会が設問に修正を加えている

本稿で使用しているグラフの上に記した日本語の設問がスウェーデン語

の設問の直訳になっていないのはこのためである

「スウェーデンの家族における就労と経済」のアンケート調査は,以下

「スウェーデン調査」日本の「家庭生活と仕事に関するアンケート」

調査は以下「共働き夫妻調査」と呼ぶ.

スウェーデン調査の回答者のうち女性の 27.3%,男性の 30.5%が事実婚者

である(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:63).本稿では事実

婚者も含めて,便宜上,スウェーデンの妻,スウェーデンの夫,日本の

妻,日本の夫という呼称を使用し,それらは原則的にアンケート調査の

女性回答者と男性回答者を指すこととする

本稿では,事実婚者も含めて妻,夫という呼称を使用する.ただ,妻

と夫の関係を指す場合には,「夫妻関係」は不自然なため,「夫婦関係」

とした.

本稿で使用するグラフは,日本・スウェーデン家族比較研究会編の報告

書(1998)に記載された単純集計から「不明」および「非該当」を除い

( 2 )

( 3 )

( 4 )
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た数値を使用している.

は%とする

2.性別役割分業をどう認識しているか

2.1.男性の家事・育児参加について

2-1-1のグラフからわかるように,<男性の家事参加について>は,全体的に,

賛成する人が多い(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:2の.夫よりも

妻の方に賛成者が多い.しかし,スウェーデンでは贅成(「やや贅成」を含む)

が妻85.5%,夫79.8%にもなるのに対して,日本の夫は 433%と少ないことが特

徴である

<家事の最終責任は誰が持つべきか>という設問(2-1-2)に対しては,両国

の妻,夫ともに「夫」と答える人はほとんどいない.しかし,「妻」と答える

比率は国別,性別で異なっている.また,その違いは性別による差よりも国に

よる差の方が大きい.特徴的なのは日本の夫で,半数近くの47.9%の人が「家事

の最終責任は妻が持つべき」と考えており,性別役割分業観が最も強い.これ

は「妻」と答えた人の割合が一番少ないスウェーデンの妻(13.4%)の約 3.5倍

にものぼる.また,日本の妻も「家事の最終責任は女性が持つべき」と考える

人が 30.5%で,この比率はスウェーデンの夫(22.5%)よりも高いことがわかる

スウェーデンの場合では「妻と夫で同じくらい」と答えた割合が,妻86.3%,夫

76.8%にもなっており,日本の夫妻に比べて平等指向である

<子供が小さいうちは女性が家にいるべき>という設問(2-1-3)に対しては,

日本よりスウェーデンの回答者の方が肯定的である.スウェーデンの妻の60.4% ,

スウェーデンの夫の 70.3%が「賛成」または「やや贅成」と答えている.家事の

最終責任で見られた結果と正反対であり興味深い.一方,日本では41.4%の妻が

この意見に反対(「やや反対」も含む)している(日本・スウェーデン家族比

較研究会編 1998:20)

AhrDe 氏と Roman 氏の分析(Ahrne & Roman 1997:64 )では,スウェーデン

においては男女問でどのように家事労働を分担するかについては性別役割分業

規範はなくなってきたが,親の役割については全く別だという.親の役割にっ

いては極めて強い性別役割分業規範がある.特に「母親と子供の最初の1年間

は特別な関係がある」という考え方は男女ともに根強い.幼児を持っ母親より

子供のいない若い女性にこの傾向が強いという.

また特に言及のない場合,グラフの数値の単位

ン語および日本語の設問は原文どおりであるスウェーデ

という設問(2-2-1)に対して,全体

2 2.女性と家計責任について

<男性が家庭の主な稼ぎ手であるべき>
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的には反対意見が多い

30.2%が賛成(「やや贅成」も含む)であり,反対しかし日本の夫の場 合 , ,

する割合(36.4%)と大差がない(日本・スウェ(「やや反対」も含む)
^、、

ブ' J/

家族比較研究会編 1998 21).日本の夫の反対意見は,スウェーデンの妻,夫や

日本の妻よりかなり少な い.日本の夫の性役割分業観は家計責任の面において

も他の三者に比べて強い

<女性も男性と同じだけ家計のために働くべき>という設問(2-2-2)に対す

る回答は,日本とスウェーデンで大きな違いが見られる.日本の場合,妻,夫

とも約半数が「どちらともいえない」と回答している(日本・スウェーデン家

族比較研究会編 1998:21). れに対して,スウェーデンでは妻(65.5%),夫こ ,

(56.8%)ともに高い割合で賛成(「やや賛成」も含む)している

<生活費を稼ぐことについて誰が最終的な責任を持つか>という設問(2-2-3)

に対しては,両国の妻,夫ともに「妻」と答える人はほとんどいない.しかし ,

「夫」と答える比率は国別,性別で異なっている.また,その違いは性別の差

によるものより,国による違いが大きい.日本の夫の42.9%が生活費を稼ぐこと

の責任は夫にあると考えており,性別役割分業観が最も強く現れる結果となっ

ており,スウェーデンの妻の 16.6%の約 2.5 倍にもなる(日本・スウェーデン家

族比較研究会編 1998:21).スウェーデンの場合,妻の 82.6 %,夫の 7フ.フ%が

「夫と妻と同じくらい」と答えており,平等指向が強い,

日本の妻がスウェーデンの夫よりも,男性が家庭の主な稼ぎ手であるべきと

感じている点は注目される の傾向の背景には,日本における男女の賃金格こ

差もあると思われる。

2.3.就労生活における性別 役割観について

く就職難の時は女性は家庭に もどるべき>という設問(2-3-1)に対しては,

反対する人が圧倒的に多い.ス ウェーデンではこの意見に反対(「やや反対」

も含む)する人は,妻が 81.5 夫が 69.2%となっている(日本・スウェーデン%

家族比較研究会編 1998:21).日 本の場合,妻は86.フ%でスウェーデンの妻,夫

を上回る比率で反対しているも のの,その一方で夫は 59.5 %と他の三者に比べ

てかなり低い比率となっている

<女性が一人前と認められるためには仕事を持つべき>という設問(2-3-2)

に対しては,両国ともに賛成意見が多いものの,「どちらともいえない」と答

える人も多い.スウェーデンではこの設問の回答における夫妻間の差が小さい

が,日本では妻が「やや贅成」も含めて61.6%が贅成しているのに対して,夫,

は43.3 %と少なく,夫妻問の差がはっきり出ている(日本・スウェーデン家族
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比較研究会編 1998:22).

<仕事では男性が責任あるポジションに就くのに適している>という設問

(2-3-3)に対しては,回答の傾向が分かれる.一番否定的なのはスウェーデン

の妻で「やや反対」も含めると 74.9%の人が反対している.一方,反対意見が最

も少ないのは日本の夫で,「やや反対」も含めて27.1%となっており,スウェー

デンの妻との考え方とかなりの差がある.さらに日本の夫の332%(「やや贅成」

を含む)が,男性の方が責任あるポジションに就くのに適していると思ってお

り,他の三者の3 倍強となっている.日本の妻とスウェーデンの夫は似たよう

な回答傾向を示している

日本の共働き夫妻調査ではさらに所得税の配偶者控除と公的年金保険料につ

いても尋ねている.

<所得税の配偶者控除は必要>という設問(2-3-4)に対しては,日本の夫で

は「やや賛成」も含めて66.2%が賛成している れに対して日本の妻は41.1%L-

と低い(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:24).

つまり,これに反対(「やや反対」も含む)と答える人の割合は妻に多く,

妻が29.0%であるのに対し夫が 11.フ%というように,妻の反対意見は夫の反対意

見の約 2.5倍になっている(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:24)

年金制度改革でも議論になっている専業主婦の年金保険料についてであるが,

(支払う必要はない>という設問(2-3-5)に賛成(「やや賛成」も含む)の人

は夫に多く 32.6 %,妻の賛成者はその約半分の 16.0 %となっている.妻の側に

反対意見が強く,半数強の人が反対(「やや反対」も含む)と答えている(日

本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:24).
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3.家事労働をどう考えるか

3.1.日常的な家事をどう考えるか

家事について,「意義がある 1,「ないほうがよい」,「創造的だ」,「重荷だ」

という4つの指標で尋ねている

<家事には意蓑がある>という設問(3-1-1)に対しては,日本の夫の考え方

に大きな特徴がある(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:27).日本の

夫の 52.0%が「あてはまる」と答え,「ややあてはまる」を含めると 76.8 %の人

が家事に意義を見出している(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:28).

<家事はないほうがよい>という設問(3-1-2)に対しては,全体的にほぼ似

たような傾向であるが,夫より妻の方がその通りだと答える割合が高い.特に

日本の妻は半分強が「あてはまる」または「ややあてはまる」と回答している

(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:27).



<家事は創造的な仕事である>という設問(3-1-3)に対しては「どちらとも

いえない」という回答が最も多い.スウェーデンの男女と比べて',日本の男女

は「あてはまる」という回答がやや多い

<家事は重荷だ>という設問(3-1-4)に対しては,日本の妻に「あてはまる」

(「ややあてはまる」を含む)という回答が多く,54.6 %が家事を重荷だと感じ

ている(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:28).連合の生活実態調査

でも,日本では女性の家事労働時問が男性に比べてはるかに長いことが報告さ

れており(1-1-1),その結果が日本の妻の回答と結びついていると思われる

興味深いことに,スウェーデンの夫妻では考え方の差がほとんどないのに対し

て,日本の夫妻では差があることがグラフからも読み取れる

3.2.家事,育児,介護の外部化について

家事や育児,介護が重荷で,ないほうがよいと考えるの であれば,掃 除サー

ビスを利用したり,レストランで外食したり,保育所や介 護サービスを 利用す

るなどして,家族自身が負担する労働を軽減すればよい れを「家事,こ ノし,

介護の外部化」と呼ぶことにするが,家事,育児,介護の 種類によって 「外部

化jへの考え方に差が現れる の設問は共働き夫妻調査 が独自で行な つたもこ

ので,スウェーデン調査にはこのような設問はない と夫のでは日本の妻ここ

考え方の相違をみることにする

<お金に余裕があっても,家事のために人を雇いたくない>という設問

(3-2-1)に対しては,日本の妻の 66.5%,日本の夫の 75.1%が「そう思う」また

は「ややそう思う」と回答している.一般的に家事については夫妻ともに他人

にまかせたくないという考えが強いようである(日本・スウェーデン家族比較

研究会編 1998:29)

<食事はできるだけ家庭で作りたい>という設問(3-2-2)に対しては,日本

の妻の 86.8%,日本の夫の 88.4%が「そう思う」または「ややそう思う」と回答

している(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:28)

グラフ3-2-3によると,<掃除代行サービスは利用したくない>という設問に

対しては,日本の妻の 58.3%,日本の夫の 72.1%が「そう思う」または「ややそ

う思う」と回答している(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:28).

<保育所やべピーシッターを利用したくない>という設問(3-2-4)に対して

は,同意しない人が多く,多くの人が利用したいと思っている.日本の妻では

68.9%,日本の夫では 56.9%が「そう思わない」または「あまりそう思わない」

と回答している(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:28).

<親を老人ホームに入れたくない>という設問(3-2-5)に対しては,妻,夫
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ともにそれぞれ意見が半々に分かれている.妻と夫で比較すると,夫の方にこ

れに同意する傾向がやや強い(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:28).

<親の介護のために在宅介護サービスは利用したくない>という設問(3-2-6)

に対しては,日本の妻の 81.2%,日本の夫の 65.1%が「そう思わない」または

「あまりそう思わない」と回答している(日本・スウェーデン家族比較研究会

編 1998:28).家事,育児,介護における 6 項目の中で,外部化に対して一番肯

定的なのが在宅介護サービスである(日本・スウェーデン家族比較研究会編

1998:29 )

全体を通してみると,妻に比べて夫の方が,家事,育児,介護の外部化に同

意しない傾向がやや強く,できれば家族の手で行ないたいと考えているようで,

ある.「家事に意義がある」という回答が多かった夫が外部化をやや消極的に

とらえ,「家事は重荷である」と感じている妻が外部化をやや積極的にとらえ,

ている

また,外部化に一番消極的な項目が「食事の支度」であり,「掃除 j,「介護

(施設利用)1,「育児」と順に続き,外部化に一番積極的な項目が「介護(在宅

サービス)」となっている.育児や介護について,専門家が提供する外部サービ

スを利用したいと考える傾向が強いのは,育児や介護がいかに大変であるかを

示している.ただ,日本では外食産業の発達している一方で,介護サービスが

不足している現状を考えると,サービス供給の実態はアンケートの結果とは逆

のようである

4、家事労働の分担はどのようになっているか

本章では,日本とスウェーデンの妻と夫がどのように家事を分担しているか

を比較する.(D 実際に身体を使って行なう家事労働,(2)精神的な家事労

働,(3)家計管理の 3 つにわけて比較を行なう.(1)と(3 )については両

国の統計が揃っているが,(2)の設問は日本の共働き夫妻調査が独自に実施

したもので,スウェーデン調査にはない.(1)と(3)については,日本とス

ウェーデンの妻の家事分担の量を簡潔に比較するために,妻の回答のみを用い

る.回答の男女差については,日本・スウェーデン家族比較研究会による報告

書に述べられている(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:31-35)
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4,1.身体を使う家事労働の分担

身体を使って行なう家事労働には,買い物,料理,食事の後片づけ,洗濯,

部屋の掃除,ゴミ出しなどがある.共働き夫妻調査では,すべての家事の6割

強から 9割弱を妻が行なっていることが示された(日本・スウェーデン家族比



較研究会編 1998:31).子供の送り迎え(約 6 割が女性の負担)や学校・病院な

どとの連絡(約8割が女性の負担)など子育てに関する家事労働についても,

妻にその負担が偏っている(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:32).

また,共働き夫妻調査では妻,夫の両者に同じ設問をしているが,全体的な

傾向として両者に認識のずれがあった.パートナーより自分の方が家事を多く

していると思う傾向がある

1960年代終盤にスウェーデンで実施された生活実態調査では,わずか 1割の男

性が家事にある程度は「手を貸す」という状態だった.しかし,その後20年を

経て,男性の家事労働は週平均2時間から5時間に増加した.1990年代初頭には

男性が全家事労働の約 2 割を担うようになったという(Ahtne & Roman 1997:47).

また,スウェーデン統計局(sta七isti.ka centTalbyτ且n )の調査では週当たりの

家事労働時問は女性が 17時間強,男性が6時問強と報告された(脚工・ne & Roman

1997:26 )

1960年代以降のスウェーデンでは,女性の就業率が高まり,それに伴って女

性の家事労働時間が減少した、これに男性の家事労働時間が増加している傾向

を踏まえると,家事も含めた女性と男性の総合労働時間が伺等になってきたと

とができる( Ahtne & Rolrlan 1997:26-27 )いう こ

のような時代の流れとともに,共働きが一般化してきたスウェーデンでもこ

家事労働の負担がいまだに女性に偏っていることは興味深い.まさにスウェ

デン政府が家事労働の調査を行なった背景はこのあたりにある

さて,日本の妻とスウェーデンの妻の家事労働の負担を比較してみる

食事に関係する家事労働において日本では夫の分担が少ない.食料品の買い

物(4-1-1),料理(4-1-2 ),食事の後片づけ(4-1-3)といった「食事に関係す

る家事労働」において,日本の妻の負担がより大きいことがわかる.「食料品

の買い物」については日本の妻の 80.3%が「常に私が行なう」あるいは「主に私

が行なう」と答えている(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:32).ス

ウェーデンでは「食料品の買い物」については,両者で同等に分担されている

と答えている人が 31.8%もあり,「料理」では 19.2%あり,日本に比べれば夫の

協力が得られている(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:32).しかし,

全体的には相変わらず妻に家事負担がかかっている

「常に私」と「主に私」を合わせると,洗濯では,妻の割合がスウェーデン

80.2%,日本 75.4%( 4-1-4),掃除ではスウェーデン 65.6%,日本 64.4%というよ

うに(4-1-5),両国ともに妻の負担が大きく,両国間の差はあまりない
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精神的な家事労働の分担4.2

共同生活には「精神的な家事労働1,例えばトイレットペーパーが常備してい

るかなどに気を使うなどの「配恵労働」が存在する.また,お互いが楽しく暮

らせるように励まし合ったり,気を使うなどの「情緒労働」も存在する(日本・

スウェーデン家族比較研究会編 1998:33).これらの「精神的な家事労働」は無

意識のうちに行なわれていることも多いが,結果として重労働になっているこ

とも少なくない.前述の「身体を使った家事労働」は生活実態調査などで報告

されることも多いが,「精神的な家事労働」については量的に計測することが

むずかしいためか,調査報告は少ない

スウェーデン調査では「精神的な家事労働」については触れていない.しか

し,家庭の中では「精神的な家事労働」も家事労働として考慮されるべきなの

で,ここでは日本の調査を用いて,日本の夫妻間での「精神的な家事労働」に

おける負担の差をみることにする

「身体を使う家事労働」に比べて,「精神的な家事労働」では日本の夫の関

わりが大きいが,「日用品の不足への気配り」など実労働を伴うものになると,

やはり妻の負担が大きくなる(4-2-1,4-2-2,4-2-3,4-2-4,4-2-5;日本・スウェ

デン家族比較研究会編 1998:32-33).

家計管理のタイプと分担4.3

家計管理のタイプ4.3.1

家庭内で男女が,それぞれの収入のどれだけを誰が管理するかによって,家

計管理の仕方が分類される.分類方式は様々であるが では共働き夫妻調L-、ー,

査の分類に基づき,日本とスウェーデンの比較を行なってみる

両国の調査における分類方法が若干異なるために正確に比較することは難し

いが,日本では夫妻の収入をまとめて妻が管理する「一体」タイプが42.3%を占

める(4-3-1;日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:34).

れに対し,スウェーデンでは夫妻の収入すべてを一緒にして,その中からこ

必要経費を支払うという「共同管理」タイプが 6 割近くにのぼる(AhTne &

Roman 1997:92 )

家計管理のタイプはスウェーデンと日本で大きく異なるが,両国に似たよう

な傾向が指摘されている.「支出分担」タイプの夫妻が増えっつぁることであ

る(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:28 AhT'ne & Roman 1997:91).

日本では,家族の収入は一人の管理者(一般には主婦)によってまとめられ,

家族全体のために使われると考えられてきた.しかし共働き夫妻調査では,日

本でも共働き世帯の半数以上が,それぞれの収入を家族共同のものとしてまと
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めていないことが明らかになった.さ らに「支出分担」タイプが193%も存在

し,このタイプでは家族共同のお金を プールせずに,例えば夫が住居費,妻がこ

のタイプの家庭では,共通費用分担分食費など共通費用を分担して支払う こ

以外は自由裁量が可能である.また, 自分の自由になるお金を増やすために共

通費用における自由裁量も可能になる (日本・スウェーデン家族比較研究会編

1998:34 ).

スウェーデンでは全体の 14.1%が「支出分担」タイプであり,子供のいない若

い夫妻の25%がこのタイプを選択している.しかし,若い夫妻に子供が生まれ

ると「支出分担」タイプが「共同管理」タイプに変わる傾向が高いと AhT・ne 氏

は述べている( Ahrne & Roman 1997:96 ).

4,3.2.家計管理の分担

家計管理の役割分担については,3 種の項目で比較する(4-3-2-1,4-3-2-2,

4-3-2-4).第 1 番目は,住宅費(ローンや家賃),ガスや電気等の使用料など毎

月の「固定費の支払い管理」である、第2番目は,食費,衣料費,日用品購入

費などの「日常生活費のやりくり」,第 3 番目は 5 万円以上の「高額品の購入決

定」についてである

スウェーデンでは「固定費の支払い管理」,「日常生活費のやりくり」,「高額

の購入決定」などの家計管理も夫妻で同等に分担されている比率が高い(日品

本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:35).

一方,日本では食費などの「日常生活費のやりくり」はほとんど妻が行なっ

ており(89.5%),スウェーデンの妻(30.4%)と対照的である.「固定費の支

払い管理」や「高額品の購入決定」のように取り扱い金額が高いものには,夫

の関与が大きくなっている(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:35).

家計管理の分担における両国の違いは,家計管理タイプに影響されるのであ

ろうか.夫妻の収入をまとめて妻が管理する「一体タイプ」が多い日本では,

日常生活の細かい出費の管理は妻が行なうことになってしまうようである

5.家事分担の基本原則をどう考えるか

家事分担の基本原則5.1

家事を分担する時の基本原則について,日本とスウェーデンの夫妻はどのよ

うに考えているのだろうか

共働き夫妻調査で使われている 3つの指標を用いて,両国を比較してみる

家事分担の基本原則を測るための3つの指標は, a)家事は夫妻で平等に分け

るべきだとする「平等原則 1,(2)家事はそれぞれ得意な人,上手な人が行な
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うとする「能力原則1,(3)家事は時間のある人がするという「時間原則」で

ある(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:78).

グラフは日本とスウェーデンの夫妻の家事分担の基本原則に対する考え方を

示している(5-1-1,5-1-2)、「平等原則」,「能力原則 j,「時問原則」に分ける

と,日本では「平等原興山を支持する人が最も多く(日本・スウェーデン家族

比較研究会編 1998:36),これに対してスウェーデンでは「能力原則」を基準と

する人が最も多い.両国を全体的に比較すると,スウェーデンの方が日本より

も家事分担に基準を置いているようである.両国ともに夫妻の差はあまり見ら

れない

5.2.なぜ妻に家事分担が多いのか

家事分担の基本原則についての一般論では,スウェーデン,日本ともに夫妻

の間で考え方に大きな違いがないことがわかった.それでは現実の家庭ではど

の原則によって,家事分担が理由づけられているのだろうか

一般論では家事分担の男女平等を支持していても,実際の家庭に入ると判断

基準が変わってくる.<妻は夫より家事をすべき>という設問(5-2-1)に対し

て,日本の夫は,家事は妻が責任をもつのが一番良いと思うと答える人が46.6%

(「あてはまる」と「ややあてはまる」の合計)で,性別役割分業観が一番強い

の次にスウェーデンの妻(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:36). L-

が41.4%で続いている点が興味深い.日本の妻も 29.5%が,「夫よりも自分の方

が家事をすべきだ」と感じている

<妻の方が家をきれいにしておきたいから妻の方が多く家事をする>との設

問(5-2-2)に対して,スウェーデンの妻が最も高い比率で「あてはまる」と答

えている.

共働き夫妻調査とスウェーデン調査では設問の項目が異なるために,より詳

しい項目を設定している共働き夫妻調査を整理してみる.日本では妻が夫以上

に自分が家事分担を多くする理由づけを行なっている項目が目立つ(5-2-3).

日本の妻は自分の方が家の中をきれいにしたいと思い(整頓),自分の方が家事

が上手にできると思い(上手),自分の方が時間あると考え(時問),さらにパー

トナーに文句をいうのが面倒(交渉回避)だから,自分が家事をやってしまう,

結果になっている

スウェーデンの妻と日本の妻を比較すると,スウェーデンの妻の家事をする

理由づけは性役割規範と整頓の項目で日本の妻を上回っている(5-2-4)
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6.家事分担に対する夫妻それぞれの評価

家事分担についての公平感,家事分担を決定する影響力,

する満足度について日本とスウェーデンで比較する.さらに

踏まえて,自分たちの結婚をどう評価しているかを比較する

6.1.家事分担は公平だと思うか

家事にかける時間については生活実態調査が行なわれており,スウェーデン

でも,日本でも程度の差はあるが家事に費やす時間は女性が多いことは第4章

こでは「公平と感じるかどうか」という主観的なとらえ方で両でも述べた. こ

国の夫妻を比較してみる

グラフ 6-1-1によると,<家事分担は公平か>という設問に対しては,日本で

は公平と答える人(「全くその通り」と「どちらかといえばその通り」の合計)

が,妻 28.2%,夫 29.1%しかない(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998

れに比べて,スウェーデンでは家事分担が公平に行なわれていると感じ47 ). こ

ている人が多く,スウェーデンの妻で 69.3%,夫で 80,0%(夫妻とも「全くその

通り」と「どちらかといえばその通り」の合計)となっている

グラフ 6-1-2 のように,仕事や家事で拘束されない自由な時間については,

「夫の方がかなり多い」と答える人は日本の妻の 62.8%を占め,夫も自分の方が

自由時間が多いと感じている(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:46).

スウェーデンでは夫妻とも「2人同じくらい」という回答が一番多い

グラフ 6-1-3 のように,自分のために使えるお金の額は,日本の妻の 30.0%が

「夫の方がかなり多い」と感じており,夫も 41.8%が自分の方が多いと感じてい

る(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:46).しかし,お金については

家事や自由時間に比べて「同じくらい」と答える比率が高くなっており,妻で

49.1%,夫で43.2%である(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:46)

スウェーデンでは夫妻ともに 6 割以上(妻 64.8%,夫663%)が「同じくらい」,

と答えている
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またその結果に対

このような結果を

6.2.家庭内の決定に対する影響力はどちらが大きいか

家庭内で意思決定をしていく様々な事柄の中で,「お金の使い途」,「家事の

やり方1,「家事分担j,「休日の過ごし方1,「就労時間!,「子供のこと」の 6 項

目について,夫妻のどちらの影響力が強いかを比較してみる

グラフ 6-2-1 を見ると,「お金の使い途」については日本では,「同じくらい

の影響力を持つ」と答える人が妻47,2%,夫43.6%と最も多い(日本・スウェ

デン家族比較研究会編 1998:49).スウェーデンも同じ傾向であるが,「同じく



らい」と答える人は妻 81.6%,夫 82.1%でどちらも 8 割を超えている

「家事のやり方」については,日本,スウェーデンともに「妻の方が影響力

が大きい」と答える人が多い(6-2-2).

「家事分担」については,日本では「妻の方が影響力が大きい」と答える人

が多い(6-2-3;日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:50).日本でもス

ウェーデンでも,妻が家事分担の決定への影響力を持っていると感じているに

もかかわらず,家事分担が多くなっていることは興味深い.影響力を持ってい

ると思っていても,影響力を行使できていない(日本・スウェーデン家族比較

研究会編 1998:50 )'スウェーデンでは「同じくらい」と答える人が多く,妻

55.1%,夫 60.0%となっている

「休日の過ごし方」については,日本,スウェーデンともに夫妻で「同じく

らい」と答える人が最も多い(6-2-4;日本・スウェーデン家族比較研究会編

1998:49).スウェーデンでは妻の 85.1%,夫の 7フ.フ%というように高い比率で

「同じくらい」と答えている

グラフ 6-2-5 によると,「誰がどのくらい働くか」については,日本,スウェ

デンともに「同じくらい」という回答が最も多い(日本・スウェーデン家族比

較研究会編 1998:49).特に日本では,この項目は他の項目に比べて,夫妻とも,

「同じくらい」と答える人が多くなっている

「子供のこと」については,スウェーデンと日本で設問内容が異なる.日本

では育児分担への影響力を尋ねており,スウェーデンでは子供のしつけについ

て尋ねている(6-2-6).これは身体を使った労働を伴う育児について尋ねたかっ

たためであるが,日本では育児分担の決定についても妻の影響力が強いと感じ

ている人が多い(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:50).

全体的にみると,スウェーデンでは「家事のやり方」を除いたすべての事柄

において,影響力は夫妻で「伺じくらい」という回答が最も多い れに対しL-

て日本では,「お金の使い途」,「休日の過ごし方1,「働き方」などは,夫妻で

同じ程度の影響力を持っているが,「家事のやり方1,「家事分担1,「育児分担」

では決定に対する妻の影響力が大きいと考えられている.本来,家庭内のこと

について妻がより多くの決定権を持つのであれば,もう少し家事労働が夫妻で

平等に分担されてもよいはずである.しかし,影響力が大きいことは自分が仕

事を請け負ってしまうことにつながっており、影響力の行使には至っていない

ようである.

か

自由時問の配分1,

に満足してい

「家事分担」,
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家庭における相互関係6.3

家庭生活の満足度について, 「両者の関係

る
「



全般」を指標に日本とスウェーデンを比較する

公平感,影響力などについて,すべての設問において夫妻で「同じくらい」

という回答が多かったスウェーデンと,家事の種類によって回答が異なる日本

とでは,夫妻の満足度はどのように違うだろうか

グラフ 6-3-1からわかるように,「家事分担」については,日本の妻の不満足

度が高く,「どちらかといえば不満足」を含めると42.3%が不満と答えている

(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:5の.

グラフ 6-3-2 によると,「自由時間の配分」についても,家事分担と同様に日

本の妻の不満足度が高い(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:50).

各項目では日本の妻の満足度は低いが,「両者の関係全般」については日本

の妻の満足度は高い(6-3-3).スウェーデンと日本を比べると,スウェ フーーノ

では妻 81.9%,夫 86.0%(「どちらかといえば満足」を含む)という高い比率で

両者の関係に満足している.日本では妻 63.4%,夫 67.1%(「どちらかといえば

満足」を含む)と,スウェーデンよりやや低いものの,全般的には両者の関係

に満足してしている(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:49).

共働き夫妻調査では「パートナーの働き方」,「自分の働き方」,「育児分担」

につぃても満足度を調べているが,いずれも夫に比べて妻の満足度は低くなっ,

ている(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:55).家事分担や自由時間

の配分などの細かな事柄については不満足度が高くても,全般的な関係には満

足しているのが日本の妻の興味深い特徴である

両国に共通の設問は3つしかないが,スウェーデンと日本の夫婦関係の満足

度を全体で比較してみる(6-3-4,6-3-5).スウェーデンの夫妻の方が両者の関係

に対する満足度が高い.また,満足度についての夫妻間の差が小さい.日本の

夫妻はスウェーデンの夫妻より満足度がやや低く,夫妻問の差もやや大きい

しかし,両国ともに妻の方が満足度が低い結果となっている,

先にも述べたように,日本の妻は調査項目すべてにおいて夫より満足度が低

いが(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:5の,「関係全般」となると

満足度が高くなり,夫とほぼ同じくらいの満足度になっていることがレーダー

チャート(6-3-6)から読み取れる

結婚に対する評価6.4

自分の結婚生活に対して,

からの援助や助言の重要性},

の自由時問 1,(4)「パー

で比較をしてみる

どのような評価をしているかを a)「パートナー

(2)「結婚は期待通りか j,(3)「パートナー抜

トナーとの問題を友人等に話すか」という4つの設
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き
問



グラフ 6-4-1のように,<パートナーからの援助や助言は重要である>という

設問に対して,ほとんどの人が「全くその通り」または「ほぼその通り」と答

えている(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:51).スウェーデンでは

夫妻ともに 9 割以上(妻 95.1%,夫 94.2%)がこれに贅成している.グラフ 6-4-2

を見ると,結婚については,スウェーデンの妻の 18.4%,日本の妻の 28.5%が期

待通りではなかったと答えており(「全くその通り」と「ほぼその通り」の合

計),これは夫よりも高い比率となっている点が興味深い(日本・スウェーデン

家族比較研究会編 1998:53).

自由時間の過ごし方であるが,これは両国の文化の差が現れている.く家庭

外でパートナー抜きで自由時間を過ごすことはまれである>という設問(6-4-3)

に対して,スウェーデンでは妻の 57.9%,夫の 66.2%が「その通り」(「どちら,

かというとその通り」も含む)と回答している.スウェーデンでは自由時間は

家族で過ごすことが多い.一方,日本では,妻の 64.1%,夫の 57.フ%がそうでは

ないと答えている(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:53).

<パートナーとの間の問題を友人や親戚に相談する>という設問(6-4-4)に

対しては,夫妻間で違いが現れている.パートナーとの問題について相談する

人は日本の妻の 45.4%,スウェーデンの妻の 39.9%であるが,これに対し日本の

夫では 14.フ%,スウェーデンの夫では 16.5%にとどまっている(日本・スウェ

デン家族比較研究会編 1998:52)

設問 a )~(3)については,特徴は国によって異なり,(4)については性

別によって異なっている

フ.家事分担や家計に関する変化への願望と対立

家事分担の現状についてはすでに見てきたが, 労働のでは家事
^^

、ー(ー

して,現状を変化させたいと思っているかどぅかを明 らかにし さら,

間の交渉状況を把握するために「家事分担についての 話し合い をもちか

ことがどれくらいあるかを尋ねた

さらに,家事分担と家計をめぐる夫妻間の対立を分析するために,顕在化し

た対立と潜在的な対立の両方にっいて,それが起こる頻度を明らかにした.ま

ず,顕在化した対立にっいては,家事分担や家計をめぐって「意見が分かれる」

とや「口げんかする」ことが起こる頻度,「対立した時に自分の意見が通る」こ

頻度を尋ねた.潜在的な対立にっいては,家事分担や家計をめぐって「不満が

あっても,家庭の円満のためにそれを口にしないようにする」ことがどれくら

いあるかを尋ねた

分担に関

夫妻こ ,

ける」

激し
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さら ートナー口論になる激しを調べる

1

)し一
」 {、し{ 「一

」1



から別れると脅された」

れくらいあるかそして,

どれくらいあるかを質問

フ.1.家事分担変更への願望

まず,グラフフ-1-1のように,<夫がもう少し家事をしてくれればいいと思う>

と感じている妻は,「よくある」と「時々ある」を合わせると,スウェーデン

の妻では 65.8%と多く,日本の妻の 57.フ%を上回っている.スウェーデン,日本

「自分はもっと家事をすべきだ」と思っている夫の割合を上回っているとも ,

特に,日本の夫は「よくある」と「時々ある」を合わせても 45.6%とかなり低い

割合である.妻は家事労働の分担を変更したいと願っているが,夫は妻ほど変

更すべきだとは感じていない

デンの妻は,<家事分担についての話し合いを夫にもちかける>スウェ

いるが「よくある」と「時々ある」を合わせると,約半数( 47.4%)を占めて

(フ-1-2),日本の妻は27.1%であり,スウェーデンの妻の約半分である 方,

夫には,「妻が私にもっと家事をしてほしいと思っている」ことがどれ くらい

頻繁にあるかを質問した.そのようなことが「よくある」または「時々 ある」

と答えた夫の割合は,スウェーデン,日本ともに高く,自分の家事分担 の少な

さとそれに対する妻の願望を認識している夫が比較的多いことを示し ている,

(日本・スウェーデン比較家族研究会編 1998:39).
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とや「こ

妻が「夫

した

フ.2.夫妻間の対立

家事分担と家計をめぐる対立フ.2.1

<家事分担について意見が分かれる>ことの頻度(フ-2-1-1)を見ると,スウェー

デン,日本ともに,「たまにある」が最も多い.次に多いのは,スウェーデン

では「時々ある」であるが,日本の場合「全くない」である.日本のほうが,

家事分担について意見が分かれることが少ない.

<家計について意見が分かれる>頻度(フ-2-1-2)は,スウェーデンの夫を除

くと「全くない」が最も多い.スウェーデンのほうが,家計'について意見が分

かれる頻度がやや高いが,家事分担ほど日本との差は見られない

次に,口げんかをする頻度であるが,<家事分担について口げんかをする>

頻度(フ-2-1-3)は日本の共働き夫妻調査でのみ質問している.家事分担につい

て口げんかをすることが「全くない」と回答した人は,妻,夫ともに半数近い

「よくある」と「時々ある」を合わせても妻 16.0%,夫 16.5%にすぎず,家事分

担について口げんかをすることはあまりないことがうかがえる

私がパート

から身体的

ナーに別れると脅

(暴力的)脅しを

した」

受けた」

とがど

ことが

こ



<家計について口げんかをする>頻度(フ-2-1-4)は,「全くない」がスウェ

ンでは妻 54.フ%,夫 54.5%,日本では妻 62.6%,夫 56.9%である.スウェーデン

ほうが家計について口げんかをする頻度がやや高いが,大きな差は見られな
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さらに,対立した時に,自分の意見が通ることがどれくらいあるかを尋ねた

(フ-2-1-5).家事分担についての対立の場合,スウェーデンでは,自分の意見が

通ることが「時々ある」と答えた人が最も多いが(妻 51.0%,夫 57.2%),日本

の場合,「全くない」が最も多くなっている(妻 35.1%,夫4,9%).自分の意見

が通ることが「よくある」と答えた人の割合は,スウェーデン,日本ともに妻

のほうが多くなっているが,スウェーデンの妻は特に多く,31.0%にもなってい

る

<家計について対立した時に自分の意見が通る>ことがどれくらいあるかは

スウェーデン調査でのみ尋ねている(フ-2-1-6)、家事分担について対立した時と

同様に,「時々ある」が夫妻ともに最も多く,半分近くを占めている(妻473% ,

夫49.3%).妻と夫を比較すると,妻のほうが,全体的に意見が通る頻度が高い.

さらに,潜在的な対立をも明らかにするために,不満があっても,家庭の円

満のためにそれを口にしないようにすることがどれくらいあるかを質問した

まず,く家事分担に不満があっても,家庭の円満のために,それを言わないよ

うにする>に関しては(フ-2-1-フ),「よくある」と「時々ある」を合わせた割

合は,スウェーデンでは妻のほうが高く(妻 30.2%,夫25.8%),日本では夫の

ほうが高い(妻25.フ%,夫32.2%),

<家庭の円満のために,お金の使い途について自分の意見を言わない>こと

がどれくらいあるかを見ると(フ-2-1-8 ),「よくある」,「かなりある」,「時々

ある」を合わせた割合は,スウェーデンでは夫のほうがわずかに高いだけであ

るが(妻 16.4 %,夫 17.0 %),日本では夫のほうがかなり高くなっている(妻

18.2%,夫38.6%).日本では夫のほうが,不満があってもそれを妻に伝えずに

我慢しているようである(日本・スウェーデン比較家族研究会編 1998:43).

スウエーデンにおける家事分担は,子供が産まれた時に大きく変化するとい

われている れは,女性が労働市場との関係を変化させるからである.多くこ

の場合,女性が両親休暇(f6τ巨ldTaledighet)(9.1.で詳述)の大部分を取り,休,

暇取得前はフルタイムで働いていても,職場復帰後にパートタイム勤務に移行

してしまう れによって女性が家庭にいる時問が増えるため,女性の家事分こ

担も増えてしまう.その後,この家事分担は固定化されてしまう(血τne & R0肌an

1997:167).このため,出産後,家事分担に関する明らかな対立が増加する

方,子供が就学すると,次第に潜在的対立が増加する傾向が見られ,女性は不

デ

の
い



平等な家事労働に関して,家庭の円満のためにだまっていることが多くなると

いう(AhTne & Rolnan 1997:130-131)

家計についての対立は,家事分担についての対立ほど頻繁に見られない.ス

ウェーデン調査では,お金についての対立は,主として,夫妻の家計が苦しい

場合,あるいはお金の使い方が夫妻間で食い違う場合に起こることが多く,経,

済的に恵まれている夫妻では,お金についての対立はほとんどないという

( Ahtne & Roman 1997:117,121).

フ.2.2.全般的な対立

家事分担や家計をめぐる対立を見てきたが では,夫妻の関係全般にわ
^^

L-、ー,

たる対立状況を分析する

まず,<意見が一致しない場合,激しい口論になる>ことがどれくらいある

かを質問した(フ-2-2-1).「よくある」と回答した人の割合は,スウェーデンと

日本で大差ないが,「たまにある」と回答した人の割合はスウェ デンのほう

が高い.日本では妻の 39.3%,夫の 42.8%が「全くない」と答えている

次に,別れると脅されたことや,別れると脅したことがどれほどあるかを尋こ

スウェーデ ン,日本ともに,妻の方が夫に向かって別ねた

れると脅す傾向が強い(日本・スウェーデン比較家族研究会編 1998:45).

スウェーデンにおいて,家庭は最も多く暴力犯罪の発生する場所のーつであ

る.1993年には,女性に対する暴力は全国で約 1 万 8 千件届け出られている

その約 8 割が,被害を受けた女性の顔見知りの男性による暴力である(AhTne &

まに

うが

Roman 1997:133 )

調査結果から暴力的脅しの頻度を見ると(フ-2-2-4),「よく

ある」を合わせた割合は,スウェーデンは6.6%,日本は9.2%

高くなっている

ある

で,

と「た

日本のほ
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フ.2.3.対立の内容

家事分担と家計について意見が分かれることがどれくらいあるかについては,

では,さらに「パートナーの仕事と家庭のバランスの取りフ.2.1 で述べた ここ

方},「自分の仕事と家庭のバランスの取り方1,「子供の世話の分担」の項目を

加え,意見が分かれる頻度を,スウェーデン,日本の妻と夫がどぅ認識してい

るかを分析する

<パートナーの仕事と家庭のバランスの取り方について意見が分かれる>こ

とが「よくある」または「時々ある」と答えた割合は,スウェーデンの妻で最

も高くなっている(フ-2-3-1)

)



<自分の仕事と家庭のバランスの取り方について意見が分かれる>ことが

「よくある」または「時々ある」と回答したのは,スウェーデンの夫で 25.フ% ,

日本の夫で 25.3%である(フ-2-3-2).スウェーデンの妻も 23.2%と多いが,日本

の妻で同じ認識をもっているのは 15.1%にすぎない.以上 2 つのグラフから,日

本,スウェーデンとも,妻の仕事と家庭のバランスについてより,夫の仕事と

家庭のバランスについて意見が分かれる頻度が多いことがわかるこ

「子供の世話分担」については,スウェーデン調査では言い回しが異なって

の違いを踏まえつつグラフフ-2-3-3 をおり,「子供のしつけ」となっている こ

見ると,日本では,意見が分かれることが「全くない」と答えた人が妻で31.フ% ,

夫で 26.4%いるのに対し,スウェーデンでは妻 15.2%,夫 14.フ%と少なく,対立,,

は日本よりスウェーデンの夫妻間でよく生じていることがわかるこ

次に,それぞれの項目について,意見が分かれることが「全くない」と回答こ

した人の割合を,国別にレーダーチャート(フ-2-3-4,フ-2-3-5)にしてみた.ス

ウェーデンの場合,意見が分かれることが全くないと回答した人の割合は,夫

妻間であまり差がないが,日本の場合,どの項目についても妻の割合が高い

また,全般的に,日本の夫妻はスウェーデンの夫妻より対立を感じていないよ

うである

8.女性と就労

日本とスウェーデン両国の妻はどのような要因で,現在の仕事を選んでいる

のだろうか.以下の 5 つの要因を尋ねている

グラフ8【1からわかるように,スウェーデンの妻は現在の仕事を選んだ要因は

「家庭の経済状況」と答えた人が76.8%で最も多く,次いで「職場や仕事の条件」

58.0%と続いている れに対して,日本の妻は「家庭の経済状況」と答えた人こ

はスウエーデンの半分以下で37.フ%となっている.日本の妻は「職場や仕事の条

件」が影響したと答える人が一番多く 72.フ%で,次いで「家庭の経済状況」と続

く(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:56).両国ともに「夫の意見」

に影響を受けた人は少ない.スウェーデンの妻は就労を決める際に家庭の経済

状況がより影響し,日本の妻は職場の条件が最も影響している

理想の労働時間については,日本の夫妻ともに週に30~34時間ぐらいが適当と

考える人が最も多い(8-2 ;日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:57).

スウエーデンの夫は36時問以上働きたいと 59.5%が考えている.両国ともに「仕

事をしない」と答える人は極めて少ない

仕事に対する考え方を以下4つの設問で比較する

まず<稼ぐ必要がなくても働く>という設問(8-3)には,日本も,スウェ
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デンも共に圧倒的多数の人が「そう思う」または「どちらかというとそう思う」

と回答しており,スウェーデン,日本ともに妻の方がそれぞれの夫より働く意

欲を持っている(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:57)

<同僚との交流は大事である>という設問(8-4)にも,圧倒的多数の人が同

意しており,中でも最も多いのが日本の妻で 89.6%(「そう思う」と「どちらか

というとそう思う」の合計)が同僚との交流が大事であると答えている

は日本語に訳すのが難しいため,日本のアンケート調査の回答者にわかりやす

くするために,共働き調査では<仕事にやりがいを感じる>という設問(8-5)

に変えてある の設問には,「そう思う」または「どちらかというとそう思こ

う」と回答している人が多い.スウェーデンに比べて日本の夫妻の方がこのよ

うな回答が多い(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:57).

グラフ 8-6 によると,<仕事を減らし,家族との時問を増やしたい>という設

問には,「そう思う」または「どちらかというとそう思う」と回答している人

が多い(日本・スウェーデン家族比較研究会編 1998:57).その割合は,スウェ

デン,日本ともに夫が妻よりやや多くなっている
、"..

,
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9.仕事と育児の両立

女性にとって,出産は,生活を大きく変えるーつの大きな要因となる.特に,

日本の現状では,子育てと仕事を両立させることは非常に難しく,育児を支え

る周囲のサポートが強く求められている

育児に関する質問項目は,スウェーデン調査と共働き夫妻調査では異なって

スウェーデン調査の質問項目は,両親休暇の夫妻間の取得割合やパートいる

ナーの子供との関わり方の満足度などである,しかし,日本で育児休暇を取得

するのはほとんどが妻であることや,労働時問の長い日本の状況から回答が予

測できる質問が多いこと,また,調査の質問項目数が限られていることなどか

ら,共働き夫妻調査では同じ質問項目を使用しなかった.共働き夫妻調査では,

妻に,結婚(事実婚)後の就労状況,出産後の就労状況(出産経験のある人の

み)について質問するとともに,出産後も働き続けた人には,続けられた理由

を尋ね,育児と仕事の両立を可能にする要因の分析を試みた

このように質問項目が異なり,2国闇で直接的な比較はできないためそれ,

ぞれの調査結果を別々に分析する

フーン

スウェーデンの調査における設問

スウェーデン

9.1.スウエ こお

調査では

ける状況

育児に関しては,末子が生まれた時の育児のための

τヨtt
・
ー煎Sτ

-
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両親休暇取得状況を尋ねた.

でまず,スウェーデンの両親休暇について簡単に述べる.スウェーデン
^^

L- L-

では,1976年に両親休暇法が制定された.この法律は,世界で初めて両親を対

象とした育児休暇の法律であり,子供にとって母親だけでなく父親による育児

を保障することが重要であるという立場に立っている.現行の両親休暇法は,

2度の全面改正を経て,1995年7月1日に施行されている.1度目の改正では,労

働時間短縮型の両親休暇を導入した.当初,両親休暇は全日休暇型のみであっ

たため,父親の取得率が低く,また,母親からは職場復帰への不安の声があっ,

たからである.さらに,休暇中の所得補償である両親手当制度も連動して改正

されていった.2度目の改正は,休暇規定より先に両親手当法が「父親の月」

と「母親の月」の新設に伴う父親クオーター制度を導入したため,それに合わ

せる形で行なわれている.30日間の父親の月と母親の月は互いに譲り合うこと

ができず,これらを取得しなければ,両親手当の権利を放棄することになる

この制度の導入によって,父親の育児参加を促進することを目指した.現在の

両親休暇制度では,母親の産後休暇の後,母親の月,父親の月以外に,両親で

分割できる休暇が 57週間ある(日本労働研究機構 1998:167-168).

スウェーデン調査で,末子が生まれた時の両親休暇の取得状況を質問したと

ころ(9-1-D,「妻が育児休暇の全期間を取った」が最も多く,64.1 %であり, ,

夫が育児休暇の大部分を取ったのは1.9%にすぎない

しかし,実際にはスウェーデン全国で父親が両親休暇を取得する割合は増加

している.1986年には両親休暇取得者のうち父親が占める割合は23.0%であった

が,1996年には 31.1%に増えている(日本労働研究機構 1998:179)

また,スウェーデン調査では,妻にく今考えてみて,夫に両親休暇の取り分

を多くしてもらいたかったと思うか>についても質問(9-1-2)している.「そ

う思う」と答えたのは24.8%であった.一方,夫にはく今考えてみて,もっと両

親休暇取っておきたかったと思うか>と質問(9-1-2)した.これに対しては,

夫の 39.3%が「そう思う」と答えている.実際には妻の方が両親休暇取得割合が

大きいが,多くの妻が自分が取得した割合をよしとしていることがうかがえる

ところで,夫の両親休暇取得を妨げる大きな要因として,男女の賃金格差が

挙げられる.両親手当は,300日問は本人の年間所得総額の80%を 3鉐で割った

額が支給され,90日間は1日60クローナが支給される.ところがスウェーデン

でも男女の賃金格差が存在し,1995年の統計によると,男性の賃金を 100 とする

と,女性の賃金は 84,6である(日本労働研究機構 1998:226).この数値からわか

るように,妻より夫のほうが」佼入が多い夫妻が多いため,夫が両親休暇を取得

すると,世帯の収入が大きく減ってしまう.このような経済的要因により,夫
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の両親休暇取得が拡大しないと言われている.妻は夫に両親休暇を取って欲し

いのにもかかわらず,あるいは,夫自身が休暇を取りたいのにもかかわらず,

経済的要因によって妻のほうが多く休暇を取ってしまうことになる.しかし,

調査結果から,多くの妻は夫にもっと両親休暇を取って欲しかったとは者えて

いないことがわかる

また,スウエーデン調査では,「父親がもっと両親休暇を取ったほうが子供

のためによいと思うか」を尋ねているが(本稿ではこの設問のグラフを掲載し

ていない),これに対して「全く賛成」あるいは「ほぼ賛成」と答えた妻は55%、ー

にすぎず(夫は59%),妻は父親が両親休暇を取ることは子供にとってそれほど

重要であると考えていないと AhTne 氏と Roman 氏は分析している(AhTne &

Roman 1997:64 ).

<夫が子供に十分な時問をかけていると思うか>を妻に尋ねたところ(9-1-3) ,

そう思うと答えたのは,妻で74.8%であった.一方,夫にはく自分が子供に十分

な時間をかけていると思うか>を尋ねた(9-1-3).そう思うと答えた夫は 52.5%

であった.夫は子供と十分接する時間がとれていないと思っている人が半分近

くいるが,妻の大半が夫の子供との関わりに満足していることがわかる
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9.2.日本における状況

共働き夫妻調査では,妻に,結婚(事実婚) 後の就 労状況,

況(出産経験のある人のみ)について質問し さらに ,出産後,

には続けられた理由を尋ねた

まず,結婚(事実婚)後の就労状況は,「そのまま仕事を続けた」人(96.6%)

が大半である(9-2-1)

出産直後の 1年問の就労状況は,グラフ 9-2-2 のように「同じ職場で働き続け

た」がほとんどを占めており(95.フ%),「妊娠前から仕事はしていない」(0.9%),

「退職して家庭に入った」(2.5%),「職場を変えたが働き続けた」(0.6%),「そ

の他」(0.396)は非常に少ない

<出産後も働き続けた人が続けられた理由(複数回答)>は,グラフ 9-2-3 の

ように「産前産後休暇が取れた」という回答が92.6%と最も多い.次に,「保

育所が利用できた」(75.2%),「育児をしながら仕事を続けられる雰囲気が職場

にあった」(73.3%),「夫の協力が得られた」(64.0%),「親・兄弟の協力が得ら

れた」(59.2%)と続く

一方,く女性が子育てしながら働き続けるために重要と思われる重要条件(複

数回答)>という設問(9-2-3 )に対しては,「夫の協力が得やすい」(92.3 %),

「育児しながら仕事を続けられる雰囲気が職場にある」(92.1%)がほぼ同じ割

出産後の就労状

も働き続けた人



合で最も多く,次に,「産前産後休暇が取りやすい」(89.4%),「保育所が利用

しやすい」(89.2%),「育児休暇が取りやすい」(87.2%)と続いている.育児休

暇や労働時間の短縮については、実際に制度を利用して,そのおかげで仕事を

続けられたという人の割合はあまり多くないが,時代の流れとともに妻の多く

が,仕事と子育てを両立させるための重要な要因として,これらの制度を挙げ

同様に「夫の協力」は仕事と子育ての両立のための重要な要因であるている

と回答した妻は全体の 92.3%にもなるが,実際に「夫の協力が得られた」から仕

事を継続できたと回答している妻は64.0%にすぎない

産前産後休暇や保育所,労働時問を短縮できる制度など,育児を支え る制度

が就労の継続に非常に重要な意味をもっていることがわかる.しかし このよ,

うな制度だけではなく,夫の協力や親・兄弟の協力など,インフォ マルな支

えも,妻の就労継続に大きく影響している

(1)性役割分業を夫妻それぞれがどのように認識しているか

日本の夫妻はスウェーデンに比べて性役割分業観が強い.スウェーデンでは

家事の最終責任にっいても男性と女性で同じくらいという回依が約8割を占め,

生活費を稼ぐ責任にっいても男性と女性で同じくらいの責任を持っという回答

が約8割を占める.これに対して,日本では特に夫の性役割分業規範が強く ,

家事の最終責任は女性が持っべきという回答が半数近く,生活費を稼ぐ責任は

10.まとめ

第2章から第9章にわたり,日本とスウェーデンの共働き夫妻の関係を大きく

8つの視点で比較をしてきた.(1)性役割分業を夫妻それぞれがどのように認

識しているか,(2)家事労働をどぅ考えているか,(3)各家庭において家事

はどのように分担されているか,(4)家事分担の基本原則をどう考え,何を

基準に家事分担を決めているか,(5)現実の家事分担に対する夫妻それぞれ

の評価はどのようになっているか,(6)現実の家事分担を変更しようと考え

ているか,それに伴う対立はあるか,(フ)女性が就労することの意味をどぅ

とらえているか,(8)仕事と育児の両立はどぅなっているかである (1)と

(2)は,家事労働や就労にっいての意識や規範を調べるものであり,(3)は

家事分担の実態をみるものである.(4)と(5)は家事分担や就労の分担の現

状を規定している原則を調べ,(6),(フ),(8)は家庭内の環境が夫妻の関係

や妻の就労にどぅ影響しているかをみるものである。

本章では以上の8つの視点から,日本とスウェーデンの家庭内における夫妻

の関係を結論としてまとめることとする
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男性が持つべきとする回答も半数近くにのぼっている

全般的に平等志向が強いスウェーデンであるが,子供が小

家庭にいるべきという規範については,この考えを支持する

の夫の約 7 割,スウェーデンの妻の約 6割にものぼっており ,

れる

(2)家事労働をどう考えているか

日常的な家事の認識について,「意義がある」,「ないほうがよい」,「創造的

だ」,「重荷だ」と4つの設問が行なわれているが,スウェーデンでは夫妻の間

で考えの差が少ない.日本はこれと対照的で,夫妻の認識の差が現れている

「家事は意義ある」と考えている夫は 8 割近くおり,他に比べて際立っている

また逆に「家事は重荷である」と考えているのは日本の妻に多い

家族で家事,育児,介護を行なわずに外部サーピスを利用することに対して

は,その種類によって考え方が異なる.介護や育児といった専門性を必要とす

る分野においては外部化に対してより積極的な考えが示されている.また全,

般的に妻の方が夫より外部化に積極的な考え方を持っている

さいときは女性が

人がスウェーデン

独特な反応が見ら

(3)各家庭における家事分担はどのように分担されているか

食事の支度,掃除,洗濯など身体を使う家事労働については,スウェーデン,

日本ともに妻の負担が大きい.しかしスウェーデンの場合,食料品の買い物や

料理ではそれぞれ約3割と約2割が夫妻で同じくらい分担していると回答して

いる

日本においては,日用品の不足への気配りや家の散らかりへの気配りなど精

神的な家事労働についても妻の負担が夫より大きい.家庭の明るい雰囲気づく

りなど情緒労働と呼ばれるような,実際に身体を使う労働を伴わないものにつ

いては夫の参加意識が高い(共働き夫妻調査のみ)

家計の管理については,日本では夫妻の収入のすべてを妻が管理し,その中,

から夫にこづかいを渡すという「一体」タイプが約4割で一番多い.スウェ

デンでは夫妻の収入すべてを一緒にして2人で管理し,各々がその中から必要

に応じて支払うという「共同管理」タイプが約6割で一番多い.日本の場合,

「一体」タイプが根本にあるためか,固定費の支払い管理や日常生活費のやり

くりは妻が行なっていることが多い.日本と比べると,スウェーデンでは夫妻

で同じくらいずつ家計管理を分担していることが多い
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(4)家事分担の基本原則をどう考え,何を基準に家事分担を決めているか

家事分担がどのように行なわれるべきかということについて,「夫妻平等に,

分ける(平等原則)1,「時間があるものが行なう(時問原則)1,「得意な人が行

なう(能力原則)」で測定すると,スウェーデンも日本も夫妻の差はほとんど見

られない.

ところが,実際に自分の家庭でどのような基準で家事を分担しているかとい

うことになると回答の基準が変わってくる.日本の夫は,スウェーデンの妻,

夫,日本の妻に比べても性役割規範を強く意識していて,約半数の夫が「妻の

方が家事をすべきだ」と感じている

日本では妻が夫以上に,妻が家事分担を多くする理由づけを行なっている

日本の妻は夫よりも家事をすべきと感じ,自分が家をきれいにしたいと思い,

自分の方が家事が上手にできると思い,自分の方が時間があると考え,さらに,

家事をしない夫に文句を言うのが面倒なので自分で家事をやってしまうという

結果となっている

(5)現実の家事分担に対する夫妻それぞれの評価はどのようになっているか

日本はスウェーデンに比べて,家事や自由時間についての夫妻問の分担にっ

いて不公平感が強い

家庭内での決定事項への影響力であるが,日本では「家事のやり

分担」,「子供のこと」について妻の影響力が強いという回答が多い

の家事分担の量が多いために,結果として決定力を持つことになって

れ以外の事柄については,スウェーデンで特に「2 人同じくらい」と

者が極めて多くなっている

以上のことからも察することができるが,家庭における家事分担や自由時間

の配分などにっいて日本の妻の満足度は低い.スウェーデンでは妻,夫ともに

満足度が高く,夫妻間に差があまりないのとは対照的である.しかし,家庭内

の夫妻相互の関係全般にっいて総合的にみると,日本の妻の満足度は日本の夫

と同じくらいに高くなっている点が興味深い.個々の事柄にっいては不満が多

くても,総合的に判断すれば満足度が高いということになる.確かに総合的に

満足度が低ければ,共同生活など続かないかもしれない.

結婚に対する評価においては,パートナーからの援助や助言が大切であるな

ど,両国ともに比較的肯定的な評価が行なわれている

うと考えているか,

家事分担に関して,

現実の家事分担を変更しょ

本,スウェーデンとも こ

方1,「家事

れは妻こ

いる.そ

いう回答
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それに伴う対立はあるか

妻は家事分担の割合を変え

( 6 )

日 1



たいと願っている割合が多いが,夫は変えなくてもよいと思っている割合が多

い.スウェーデンの妻は家事分担に関して話し合いをパートナーにもちかける

割合が多いが,日本の妻は少ない.家事分担割合を変えたいと思っている妻の

多くが,話し合いをもちかけずにすませている現状がうかがえる

顕在化した対立を,意見が分かれる頻度と口げんかをする頻度から見てみる

と,これらの頻度は,日本よりスウェーデンの方が高く,対立が顕在化してい

る.また,激しい口論をする頻度も,スウェーデンのほうが高い

一方,潜在的な対立を見るために,不満があっても口に出さないようにする

頻度を尋ねた.家事分担に不満があっても口に出さないようにする頻度は,ス

ウェーデンでは妻の方が高いのに対し,日本では夫が高い.日本では,家事は

妻がするものという性別役割規範がスウェーデンより強く,そのような規範を,

もつ妻は,家事分担が多くても,そもそも不満をもたない場合もある.したがっ

て「不満があっても口に出さないようにする」という傾向が少ないのかもしれ

ない.一方,家計についての対立は,日本,スウェーデンともに家事分担につ

いての対立より少ない、家計に関する不満があっても口に出さないようにする

頻度は,日本の夫が特に高い

(フ)女性が就労することの意味をどうとらえているか

現在の仕事を選んだ要因は,スウェーデンの妻は家庭の経済状況とい

が最も多く,日本の妻は職場や仕事の条件という回答が最も多かった.ス

デンの妻の約8割,日本の妻の8割近くが稼ぐ必要がなくても働くと答

り,働くことは生活費を稼ぐためだけではないことがわかる.日本の妻

同僚との交流の重要性を主張する声が多い

(8)仕事と育児の両立はどうなっているか

では,スウェーデン調査と共働き夫妻調査で質問項目が異なるため,ス
^^

(- L-

ウェーデンと日本の直接比較はできなかった

スウェーデンでは,育児休暇制度や保育所などが公的に整備されており,妻,

は出産しても仕事を継続するのが一般的であり,夫の育児参加も進んでいる

しかし,スウェーデンにおいても,両親休暇を取得するのは圧倒的に妻が多く,

スウェーデン調査では「夫が両親休暇の大部分を取った」と回答したのは1.9%

にすぎなかった.ところが,夫にもっと両親休暇を取ってもらいたかったと思

うかを尋ねると,妻のほとんどはそう思っていない.スウェーデンにおいては,

親の役割については,「母親と子供は最初の1年間は特別な関係がある」とい

う極めて強いメンタリティがあり,このような考え方が,妻が両親休暇の大部
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う回答

ウエ

えてお

は特に



分を取ることの大きな要因となり,このため,両親休暇を夫妻で平等に分割しこ

なくてもよしとしていると考えられる.実際に,スウェーデン調査では,両親

休暇をどちらが取得するかに関しては,母性に関する考え方が最大の決定要因

であると結論づけている(AhTne & R0訂lan 1997:169).

子供への関わり方に対する満足感については,夫は半分近くが「自分が子供

に十分時間をかけていない」と感じているのに対し,妻の多くは,夫が子供に

十分時間をかけていると感じていることが明らかになった.

夫は,妻が夫に望む以上に,自分が積極的に育児に関わりたいと望んでいる

現代のスウェーデンの夫は,以前とは少し違った意味で家族重視型になってき

ており,父親の果たす役割は母親の役割に近くなっている.子供のことや家事

などをより積極的に分担しており,かつての自分と父親が共有した関係よりも

より密接な子供との関係をつくるよう心掛けているという(AhTne & Roman 1997:

57 )

日本では,結婚後も出産後も仕事を継続した人が大半を占めている.出産後

も仕事を続けられた理由としては,産前産後休暇や保育所などの制度だけでな

く,家族の協力など,インフォーマルな支援があったことを挙げている妻が多,

い.周囲の理解や,実際的な援助がなければ,育児施策の整っていない日本の

現状では,仕事と子育てを両立することは難しい.また,たとえ制度を利用で

きても,やはり周囲の協力がなければ困難ともいえるだろう.
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スウェーデンでは,現実には,依然として家事や育児において,日本よりは

その差が少ないながらも夫より妻に負担がかかっているが,意識面を見ると ,

1960年代から始まった家族政策の整備や社会の変化によって,子供が小さい

ときの育児責任など一部の規範を除いては,男女での平等意識が定着してきて

いる.ただ,この男女平等という理想をさらに現実にフィードバックする度合

いについては,まだ夫妻によってさまざまで,現実には男女平等に役割分担を

している家庭とそうでない家庭が存在しているのである(Ahl・ne & Roman 1997

166 )

日本の家庭

や育児は平等

共働きの日

ているという

度の整備とと

,

においては,強い性別役割分業規範が存在しており,実際,家事

に分担されておらず,妻に過重な負担がかかっている

本女性は,家事労働も合わせると先進国で最も労働時間が長くなっ

とは冒頭に述べた.この問題を解決するためには,社会の諸制こ

もに地道な意識改革を行なっていかなくてはならないであろう



*本研究は,「日本・スウェーデン家族比較研究会」が行なった調査研究に基

づいている

なお,「日本・スウェーデン家族比較研究会」のメンバーは次の通りである

q弌表)追手門学院大学人間学部善積京子

華頂短期大学生活学科斧出節子

国立社会保障・人口問題研究所人口動向研究部釜野さおり

大阪産業大学経済学部木村清美

佛教大学通信教育部木村泰子

佛教大学社会学部松田智子

ストックホルム大学社会学部高橋美恵子

ストックホルム大学太平洋アジア研究所レグランド塚口淑子

大阪外国語大学外国語学部斉藤弥生

大阪外国語大学外国語学部石黒暢

また,本稿で使用した共働き夫妻調査は,(Rわ家計経済研究所の研究助成を

受けて(平成8 ・ 9年度,代表:松田智子),実施されたものである

本稿では日本とスウェーデンの比較を行なっているが,スウェーデンとの関

係においては,研究会のメンバーである高橋美恵子を通じて(ストックホルム

在住), G6ran AhTne 氏(ストックホルム大学社会学部)と ChTistine Roman 氏

(ウップサーラ大学社会学部)と交渉して,スウェーデン調査チームとの研究協

力体制を組み,共働き夫妻調査とスウェーデン調査の口ー・データ交換を行なっ

た.本稿で使用したスウェーデン調査のデータは,『家庭生活と仕事に関する

調査研究第一次報告書一常勤共働き夫妻を対象にー』(日本・スウェーデン家

族比較研究会編:1998)に掲載されている単純集計表を使用した.この単純集

計表はAhTne 氏とRoman 氏から得た口ー・データに基づくものである

本稿の執筆は,第1~6章と第8章を斉藤が,第7,第9章を石黒が担当し

た.さらに,第 10章とスウェーデン語要約に関しては,それぞれの前半((5)ま

で)と(フ)は斉藤,その他の部分は石黒が担当した

-175 -



■

日本・夫 1:10

休日の 0:03

生活時間>

日本・妻

生理的な生活時間口家事・介護
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由時間

墜襲籍夢御モ茎謹雲

●:34

、

3:28

300 2010 40 50

■家時 田労働時1・1.2

(出典)兵庫県立女性センター・イーブン編(1998:13)

注)労時間には通勤時間家事時間には育児時間を含む.女性・男性とも勤め人が

婚のフルタイム労に限っている.
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<2-1-1.夫の家車参加について>

F. M谷τl b6r lika lr四'cket S伽n k{アilmot ta aTlavaT f6工' det pl'aktieka aTbe七et 訂肥d han

^h baTn.

問.男性は女性と同じぐらい実腺に家事や育児をするべきだ

や賛
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<2-2-1.生活費についての男性の任>

F. Jag 1埠τ inget 凹mt att k7iTmoz f6IV註rvg月γ十゛tal'買胞n "゛""^ b6工' forヒfal'田lde vaza

f田niljalg huvudf6rS6工'jaTe.
問.女性が仕事に就くのに反対ではないが,あくまでも男性が主な稼ぎ手であるべきだ.

責

賛

<2-2・3.生活費の最終責任>

F. V凹n i 田l f月伽イ1j b6τ enligヒ Din 竹゛"〒竹g ta det yヒteZ呂乞a a1鳩マatet f6t f月伽+1j凹IB

f6工'g6τj11ing?
問.家族の中で,次のことについて,誰が最終的な責任を持つべきだと思いますか(生活費を稼ぐこと).

スウェーデン・妻

スウエーデン・夫

10m6

20.0 々、'

厘
、癸灘

、.運ゞ

＼.ぐゞ、・、

25.8

46.フ

日本・妻

日本・夫

2・Z・3

0.8

0%

0

2.

82.6

20%

フフフ

0.8

40%

■夫■妻口夫と

178

72.6

60%

と同じくらい

563

80% 100%



<2-3-1.就職難と女性の用>

F. N試τ arbetS169heten 谷Z st0工' b6r kvilm0工' statma h

問.就職難の時は,男性に仕事をゆずり,女性は家庭にもどるべきだ.

妻

'ー

,

、.ゞゞ選^＼^^、、.

＼＼§§慧遵、浸^＼

<2-3-2.女性のと自立>

F. Ett f6rエア谷rusal'bete 谷工' nそSC1工7莟"門〒gヒ f6r att kエア'""月T1 51Ca k芯皿a val'a aj谷Ivst谷τldig

問.女性が一人前として認められるためには,仕事を持つこと力坏可欠だ.

ゞ太、

,＼

<2-3-3.男性との地位>

F. M巨tl pagsal' b釜ttre fδr a11gvazgfU11a positioner i al'betslivet.
問.仕事の世界では男性の方が責任あるポジションに就くのに適している.

1.8
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2.34

0%

<2-3-5.専業主婦の公的年金保険料の支払いについて>

問.専業主婦は,夫を支えているので,公的年金保険料を支払う必要はない.

20%

田賛成四やや賛成

30.0

4096

口どち

60,6

らともいえない

80%

国やや反対偲反対
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20%

口賛成臼やや賛成

事

100%

40% 60%
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33.フ
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0%
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0%

田あてはまる

事坤

20%

回ややあてはまる

21.9

22.9

40% 60%

口どちらともいえない目あまりあてはまらない

父ミ§、、13

＼§§瓢玲..ゞ

＼ゞ添§

16.5 ＼ゞ

22.4

0%

田あてはまる

80% 100%

田全くあてはまらない

事重

20%

田ややあてはまる

34.8

36.9

ン妻

60%40%

口どちらともいえない四あまりあてはまらない

選入

36.1

・.ゞ、、・冥

・、§選§隷

..ゞ、'ゞ

0%

■あてはまる

100%80%

N全くあてはまらなも

20%

目ややあてはまる

30.0

60%40%

口どちらともいえない目あまりあてはまらない

181
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事

0% 20% 60%40%

田そう思う田ややそう思う口あまりそう思わない

22.8

80%

口そう思わない

182

<3-2-3.掃除の外倒ヒ否定>

問.お金に余裕があっても,日常の掃除のために掃除代行サービス1才禾1朔したくなし

100%

12.1

1.0

10.0

1.6

100%

253 16.4

182 -

193

80% 100%



<3-24.育児の外詔ヒ否定>

問.お金に余裕があっても,3歳くらいまでは子供を保育所やべピーシッターに預けたくない.

21.6

座

473

29.8

100%

272

29.6

100%

183

10m6



<41-1.を使う労働の分担(食料品のい物)>

r. V凱 g6Z f61ja11de Bakel' i Ditt hug11含11?(eaT】dlal'鵬t)
問.あなたの家庭で次のことをするのは誰ですか(食料品の買い物).

日本妻

0%

<41-2.身体を使う家事労働の分担(料理)>

F. V印 g6工' t61j田lde g月鷲oy i Dit七 hugh含11?(エ,agaT'訂旧七)
問.あなたの家庭で次のことをするのは誰ですか(料理).

20%

母常に私田主に私

60%40%

口同じくらい■主に夫

31.8

1.5 0

8.フ

80%

国常に夫目他の人

16.2

<41-3.身体を使う事労働の分担(食事の後かたづけ)>

r. V印lg6τ f61jaTlde saker i Ditt hug11含11?(DiskaT
問.あなたの家庭で次のことをするのは誰ですか(食事の後かたづけ).

0.40.6

2.5

100%

スウエーデン

192

1.40.5

0 04

2.9

10m6

332 >、10・・＼§§

12.;'§§'1

184

16.6

172.5

80%

N他の人

0.41.0

、

100%



<414.身体を使う車労働の分担 C先濯)>

F. van g6r f61jaTlde sakel' i Dit七 hU3h含11?(N谷ttar)
問.あなたの家庭で次のことをするのは誰ですか(洗濯).

<41-5.身体を使う家事労働の分担(部屋の掃除)>

F. V師 g6工' f61j飢de sakel' i Ditt hU昂h紅1?(S惚d紅)
問.あなたの家庭で次のことをするのは誰ですか(部屋の掃除).

スウエーデン・

14.6

<42-1.精神的な家労働の分担>

問.あなたは次のことをどれくらいしていますか(家族の

日本

100%

日本・夫

40% 6m6 80%

らい闘主に夫N常に夫団他の人

4.2.1

27.6

0%

4.

24.0

0.6 1.5

.フ

■

40%20%

段からしている田時々

週間の予定に気を配る).

0.8 0.6

10.

100%

22

80,660%

している回たまにしている口全くしてない

185

16.9

100%



<42-2.精神的な労働の分担(家のらかり点検)>

問.あなたは次のことをどれくらいしていますか(家力撒らかっていないかを点検する)

日本・妻

日本・夫

42.2

13.

0% 20%

■普段からしている

80%60%40%

田時々している田たまにしている口全くしてない

日本・夫

42.3

0%

^

24.6

20% 80%60%40%

■普段からしている田時々している田たまにしている口全くしてない

<424.神的な事労働の分担(日用品の不足への

問.あなたは次のことをどれくらいしていますか侶用品

100%

日本

日本・夫

424

^

0%

^

り)>

(トイレットペーパーなど)力坏足していないか気を配る).

■

13.6

20% 40% 6 80%

段からしている囲時々している田たまにしている口全くしてない

100%

186

24.4

100%



<4-2-5.精神的な労働の分担(家庭の明るい雰囲づくり)>

問あなたは次のことをどれくらいしていますか(家族力痢気あいあいとなるように気を配る

日本・

日本・夫

42 5

0%

<43-1.家計理のタイプ>

r. F角m'1jeT otganiB邑rat sin ekonolrd P含 olika g谷tt. vilket av f61jande

P含St含endeD st谷1血ez b亘S七 med ETt g釜セt aセt handha hugh乱11Sekonolrdn?

問.家族はいろいろな方法で家計を管理しています.次のうち,お宅の方法に一番近いものはどれですか.ーつだけ

0をつけてください.

40%20% 60%

■普段からしている囲時々している目たまにしている口全く

60

423

(6)その他(2)拠出

Z in i huBh含11et odl ger 3edan(1) eusM11gk卵8a: Jag セat h飢d 中 1冶τlgatDa Bdn k

ndn 舶ke/aa訂山O P凹lgal' ti11 NtBonliga utgiftet.

「ーイ本」タイブ:夫妻の収入すべてを妻が管理し,その中から夫にこづかいを渡す.

(2)スウェーデン調査は設問なし.

「拠出」タイプ:夫妻それぞれが収入の一部を出し合って家計費用のお金にし,妻が管理する.残りは各々が自由

に使う.

(3) separata 田【on可1ιier: vat α二h en beh含11el' Bi1埠 PengaT f6工' Big 3j釜IV.

支出分担タイプ:各々自分の収入を自分で管理し,家計費1ネ必、要に応じて2人で分担して支払う.

(4) G凹r印S印n pot七: vi diapNlel'at gar剛IB印rrヒδUet P色ngaTM adn kqⅧ地 in i hush含11et
Och val'^h en tal' vad hon e11er h田l beh6VeT.

共同管理タイプ:夫妻の収入すべてを^にして2人で管理し,各々がその中から必要に応じて支払う

(5) G凹rEnS印n pott vi disponeraT' g凹τ胞naatrrヒ 6Vel' al del av pel)gaTna gdn kdmrel' in

i hugh含11et 伽h zesten beh含11ez vi t6r ogg ajalva.

「拠出共同」タイプ:夫妻各々が収入の一部を出し合って家計費用のお金にし,2人で管理する.残りは各々が

自由に使う

(6)その他:「夫管理」タイプ(夫妻の収入すべてを男性が管理し,妻はその中からこづかいをもらう),「手当」
タイプ(妻は夫から毎月渡される決まった額と自分の収入を家計費として管理し,夫の収入の残りは

夫が管理する)など.

9.3

80%

してない

58.9

¥

100%

田スウェーデン・妻口日本・妻

15.9

2.8



<43-2-1.家計理の分担(固定の支払い理)>

r. V師 i Di11 f印rdlj Bez n0訂喰lt セi11 att 1如al)de τ靴"〒,、gal'(hyta, telef数1工'谷h山lgaT

etc) blil' betalda?

問.あなたの家庭で次のことをするのは誰ですか絹々の固定費(家賃,水道光熱,電話代など)の支払いの管

理をする).

日本・

<43-2-2.家計管理の分担旧常生活費のやりくり)>

r. van i Din f印rdlj taz n0工買日lt 田lgvar f6t' att deセ fイ""鳳 Pe11gal' kvaT ti11 11白セ^h

andl'a nδdV註11diga utgif七el'?

問.あなたの家庭で次のことをするのは誰ですか(食などの日常生活費をやりくりする).

0%

26.5

スウエーデン・

80%60%

い■主に夫田常に夫

＼・ゞ§、＼

20%

■

40%

に私田主に私口同じくらい

100%

58.9

謹
.

60% 80%

田主に夫■常に夫

遂建

邸n aセt Ni eka g6τa Bt6工'Te ink6P

8.4

(5万円以上)の購入を最終的に決定する).

3.1

20% 40%

四常に私四主に私口同じくらい

100%

59.4

60% 80%

■主に夫四常に夫

188

斌§

3.1

11.ゞ§

100%

4,
＼
＼
＼
＼
、

6



< 5-1-1

(D 問

(2)問

(3)問

家事分担の基本原則をどぅ考えているか(日本)>

私たち夫婦は,家事は平等に分けるものだと考えている.(平等原卸D

うちでは,家事の種類に応じてそれぞれ一番得意な者が主に行う.(能力原卸D

時間のある者がより多くの家事をする.(時間原則)

*数宇は「あてはまる」,

と答えた人の割合

「ややあてはまる」

5.1.1

妻473%

夫50.0%

(1)平等原則
100

80

60

4

(3)時間原則

<5-1-2.家事分担の基本原貝1」をどぅ考えているか(スウェーデン)>

(1) F. vi tycker att 訂日11 Ska dela lika P含 Sysgl0血a i helrEret.(工戸等原則)
(訳:手厶たちは家庭内の仕事は平等に分けるものだと考えている.)

(2) F. I V含τ' fal【dlj 谷t det den S飢谷.T b谷St P各. en syssla SⅨ「i oftaS七 g6t den.(能力原則)
(訳:私たちの家庭では,その仕事を一番出来る者が主にそれを行なっている.)

(3) E.1 V含.t falrdlj g6工' den ヨ就n har lr旧ヨt. tid lr旧ヨt husha11SaTbete.(時問原則)
(訳:私たちの家庭では,一番時間のある者が一番多く家事をする.)

妻51.5%

夫56.0%

^日本・妻一ーーー日本・夫

*数字は「全くその通り」(S七面恒杷τ he1七),

「・一部その通り」(st白τミ悼τ delvis)と

答えた人の割合

妻44.5%

夫43.フ%

(2)能力原則

5.1'2

(1)平等原則

妻69.9%

夫75.1 %

100

80

(3)時問原則

妻72.6%

夫81.フ%

/

＼

ノ

/

189 -

/

＼

/

^スウェーデン・雲一ーーースウェーデン・夫

＼

^^

＼

＼
＼

＼

妻90.8%

夫93.2%

(2)能力原則

0
 
0

0
 
⑳
 
0



<5-2-1.は夫よりをすべき(性役割規範)>

f. Jag upplever att det 谷,エ'1rdn plikt att g6Za lr膽工Pat'ten av huah含11gazbetet.(Kvilma)

r. Jag tyckeT att det 谷工' b谷St dn kviTmoT tal' anavar f6Z hush含11Sal'betet.(Maτ1)

問.私は夫よりも,より多くの家事をするべきだと感じる.(妻)

問.家事は妻が責任をもつのが番良いと思う.(夫)

灘

096 20% 40% 60% 80%

■あてはまる田ややあてはまる口あまりあてはまらない口全くあてはまらない

<5-2-2.妻が家をきれいにしておきたい(整頓)>

F. Jag g6Z lr除工' hugh含11Sazbete d谷工'f6工' att det betydet lr胞ヱ' f6r lrdg att h凹1ⅢEt 亘r zalt

Och fint.(Kvilma)

F. Mi訂始kaノヨalrbo g6τ'1r膿St hugh含11Sal'beセe d谷Zf6工' att de七 betydel'π捻τ'a t6Z ha111e att

ha頂巳セ谷r tent och fint.(Ma11)

問.私は家の中をきれいにしておきたいので,私の方がより多くの家事をする.(妻)

問.妻は家の中をきれいにしておきたいので,妻がより多くの家事をする.(夫)

398

34.4

363

30.6

17.0

100%

20.4

34.6

163

22.9

190

109



<5-2-3.なぜ女性に家事分担が多いのか(日本)>

①性役卸」規範:問.私は夫よりも,より多くの家事をするべきだと感じる.(妻)

問.家事は妻が責任をもつのが一番良いと思う.(夫)

(2)整頓:問.私は家の中をきれいにしておきたいので,私の方がより多くの家事をする.(妻)

問.妻は家の中をきれいにしておきたいので,妻がより多くの家事をする.(却

(3)上手:問.私の方がうまくできるので,私がより多くの家事をする.(妻)

問.妻の方がうまくできるので,妻がより多くの家事をする.(夫)

④時間:問.私の方力塒間が多くあるので,私がより多くの家事をする.(妻)

問.妻の方力塒間が多くあるので,妻がよわ多くの家事をする.(夫)

(5)交渉回避:問.夫に文句を言うの力澗倒なので,私が家事をする.(妻)

問.妻は不満も言わず,家事をしている、(夫)

(6)説得効果:問.私の説得で夫が家事をするようになった.(妻)

問.私は妻に説得されて家事をするようになった.(夫)

(フ)拒否:問.夫は,家事分担を受け入れようとしない、(妻)

問.私は,家事を分担したくない.(夫)

妻39.フ%

夫30.4%

-191-

*数宇は「あてはまる」,「ややあてはまる」

と答えた人の割合

夫21.8%(フ)拒否
妻30.8%

妻36,フ%

夫282%

5、2.3

(1)性役割規範

60

説得効果

妻42.8%

夫443%

四
/

妻29.5%

夫46.6%

、、
、、

交渉回避

^日本・雲一ーーー日本・夫

(2)整頓妻54.6%
夫46.6%

(3)上手妻5。.。%
夫51.6%

^
^

^
^

(4)時間



くS2-4.なぜ女性1-

(D : F.

問

: r.②整

5牲旦が多いのか価国の上嫩・)>

Jag l】卯1剖紅' a比 deヒ谷τ訂血 Pukヒ att 中工'a lrETparヒ凹l aV ト"頂卜昌11閃τ加ヒe七.

私は夫よりも,より多くd)家事をするべきだと感じる.

Jag 茆て買^トⅡ聾陥11S紅1定ヒe d谷rf証 att (わヒ1肥W^ Ire' f敬'1rdg aセt l^ヒ谷Z

ra比(X壮l fi11t.

私1ユ家の中をきれいにしておきたいので,私の方力tより多くの家事をする.

Jag 茆Z' ofヒa sa1卸' i 1取1舜卜胃11et gj谷Iv f6工' att d含 blit 伽 1道

私の方力巧まくできるので,私力ξより多く0塚事をする.

Jag ゛5工'舶k紅' sj矼V f6r jag 位'k紅 jnte 11含11a P含 a七ヒ tja七a

夫に文句を言うの力価伊」なので,私力嫁事をする.

Jag haτ艸U"御紅ヒah山g lyd【a加 fal「山IMレ0/貞帥,.n a比 4辻

私の謝尋で夫力^をするようになった.

Mi111間]恒/aar●刃 V谷gTaT' a比奪証:'a 3i11 伽l aV ト',,空、昌11費青γ^=ト.

夫ば家事分担を受け入オ1ようとしない.

③上

④交渉可避

手

⑤謝昌効果

: F.

問.

: F.

問.

: F.

問.

⑥拒

*スウェーデンa)数字は

数字は「あてはまる」,

否

「全くその通り(st巨卿就・1冶lt),「・→祁その通り」(sta"罰゛γ伽Ivig)と答えた人の御洽.日本の

「ややあてはまる」と答えた人の害洽.

(1)性役割規範

60

スウエーデン13.6%

日本 21.8%

(6)拒否

(5)説'効果

スウェーデン20.5%

日本 36.フ%

40

スウェーデン41.4%

日本 29.5%

(4)交渉回避

^スウエーデン・^日本・

(2)整頓 スウエーデン633%

54.6%日本

スウエーデン51.6%

(3)上手日本 50.0%

スウェーデン46.0%

日本 42.8%

6m62m6 8{^40%0%

■全くその通り■どちらかといえばその通り口どちらかというとそうではない口全くそうではなし

192 -

1ω96

問
且
問

イ
タ



<61-2.自由時門はどちらが多い>

E. V賀rl av Dig och Din 訂旧ke

問次のことについてあなたと夫(妻)

(Mka)/S田rbo har' enlig"ヒ Din lr旧τling lregt fT'itid?
ではどちらが多いですか(仕事や家事で拘束されない自由な時問)

<61-3.自由になるお金はどちらが多い>

F. V印l av Dig 伽h Di11始ke (訂旧kaソヨatrbo

egen r谷hling?

問.次のことについてあなたと夫(妻)ではどちらが多し

51.8

at pengar' f6Z

aTna eka

193

4

422.4

1.1

ゞゞ熱、

13.ゞミ、、

'§ゞ隷、フ..'

3.1

100%



<62-2.決定への,カ(車のやり方)>

r. V飢 UPP1印ez D口 hal' st6Zst il)flyヒande 6{7eT' f61j飢de dt止含den?(HUI' huah含11SaTbetet

白Ica utf6taB)

問.次のことについて,あなたと夫(妻)では,どちらが影響力が大きいと感じますか(家事のやり方)

<62-3.決定へ,カ(家事の分担)>

F. V臼n upplevel' D{1 hal' st6rgt i11flyヒa11de 6Ver f61jaT】de a此含den?(v ean aka utf6

Olike uppgifteT i hugh含11et)
問.次のことについて,あなたと夫(妻)では,どちらが影響力が大きいと感じますか(誰がどの家事をするか)

選選瀬、＼§§、

ゞ襲§§訣、ゞ、 ＼ゞ§＼§ゞゞ太"＼ゞ

^ゞ^＼＼

1.2 0.6

117

2.0 0

. ＼ミ選瀬、＼ゞ§

100%

]aTl e ξ.乱1ιL含d凹1?(varヒ ni eka resa

行に行くか」となっている

きいと感じますか(休日の過ごし方).

3. 1.6

、、

3.6

入・ゞゞミミ

.
淺ゞ黒

■
・ゞ灘

100%

瀬
瓢



幾難

<626.決定への影響力(子供のこと)>

F. van U玉やleveT Du ha宝' Bt6tet i11flyヒaTlde 6ミreT' f61jaTlde dr止含den?(B月rnoTla u^f^t上'an)
*スウェーデン調査の設問では「子供のしつけ」となっている

問.次のことについて,あなたと夫(妻)では,どちらが力が大きいと感じますか(子供の世話).

<63-1.満足度(家分担)>

r. auT n6づd 谷χ' D111red f6工'delT、イT、gal av hU3h含113azbe七e七?
問.次のことについてあなたはどれくらい満足していますか(家事の分担)

ゞ運＼、

4.4

~、3父太選

100%

Nとても不足

100%

灘

320.2

29.6

40%20%0%

口とても満足口どちらかといえぱ満足口どちらともいえない

195

25.4

243

2.8

、117隙、

25.6

80%60%

四どちらかといえば不満足

1.6 ■.8

37,9 ゞ隷ミ

、
、
、



<6-3-2.足度(自由時間の配分)>

r. eur n6jd 谷工' Du lred t6工'delningen av fTitid?
問.次のことについてあなたはどれくらい満足していますか(夫(妻)と私のそれぞれの自由時問).

20%0%

四とても滴足四どちらかといえば足

<6-3-3.満足度(夫婦関係全)>

F. eul' n6jd 谷τ Du lr旧d EI' Telation i a11Tn莟"1'et?
問.次のことについてあなたはどれくらい満足していますか(夫婦関係

24.5

40%

口どちらともいえない

22.5

23.6

.8

1.8

60% 80% 100%

Nどちらかといえt'不満足四とても不足

36.5

3.40.6

0% 20% 40%

目とても満足田どちらかといえば満足口どちらともいえない

12.2
431.フ

瓢

3.81.0

ゞ§1

60%

Nどちらかといえ1

93

、...

.1

80%

満足

、、、

100%

Nとても不足

196



<6-34.夫婦関係の満足度(スウエーデン)>

(1) F. Hur n6jd 且τ DU 訂扮d f6τ'delningen av hush含11Sarbe七e?

(訳:あなたは家事分担にどれだけ満足していますか.)

(2) F. eU上' n6jd 谷τ DU I「児d 士6rdelningen av fl'itid?

(訳:あなたは自由時間の取り分にどれだけ満足していますか、)

(3) F. HUT n6jd 註τ DU I「絶d EI' relation i alLr1谷nhet?
(訳:あなたはあなた方の関係全般にどれだけ満足していますか.)

(2)自由時間

*「とても満足」(Myckeヒ n6jd)

「かなり満足」(G組5ka n6jd)

と答えた人の割合

6-34

妻81.9%ノ

夫86.0%ノ

(1)家事分担

-197ー

(3)関係全般

裏613%

夫71.9%

<6-3-5.光爵関係の満足度(日本・1)>

問.次のことについてあなたはどれくらい満足していますか

(D 家事分担,(2)夫(妻)と私のそれぞれの自由時間,

＼
＼

20

^スウェーデン・妻一ーーースウェーデン・夫

＼

0

＼

*「とても満足」.「どちらかといえば満足」

と答えた人の割合

＼

＼
＼
＼

＼
＼

妻67.8%

夫72.4%

(2)自由時間

6-3-5

(1)家車分担

80

襄63.4%

夫67.1 %

(3)夫婦関係全般

(3)関係全般

60

妻323%

夫562%

/
/

/

＼

/

ノ

ノ

＼

^^^^

0

＼
＼

^日本・妻一ーーー日本・夫

＼

^^^

＼
妻36.6%

夫533%

/

/

ノ
ノ

/
ノ

舶
/

0
 
〆
 
0

8
 
6
/



<636.夫婦関係の満足度旧本・2)>

問.次のことについてあなたはどれくらい満足していますか.

a)家事分扣,(2)自由時間,(3)相手の仕事と家庭のバランス,(4)自分の仕事と家庭のバランス,

(5)子供の世話の分担,(6)夫婦関係全般

*とても満足,どちらかといえば満足

と答えた人の割合

妻63.4%

夫67.1 %

(6)関係全般

(5)子供の世話の分担

407%

夫53.5%

(1)家事分担
80

.ー
^

(3)パートナーの仕事と庭の、、
、、 ノ'

バランス妻38.1%
夫44.4%妻38.1%

(4)自分の仕事と庭のバランス夫452%

^日本・妻一ーーー日本・夫

妻32.3%

夫56.2%

(2)自由時間

20

、、
、、

20% 40%

ノロどちらかというとその通り

100%

口そうではない

<641.結婚の。価(夫(妻)のや助園は要だ)>

F. Det 釜Z viktigヒ f6Z πdg att f含 lrlin lrlakes (訂旧kaa)/S釦「bos stδd och/e11er t含d i

Olika fZ含goz.
問.私にとって,夫(妻)からいろいろな問題について援助や助言を受けることは重要である.

60% 80%

口どちらかというとそうではない

198

ー〆

36.6%

夫533%

印
ノ
卯

、

＼
ー
ー



20%0% 40%

口全くその通り■どちらかというとその通り

40.0

63.8

80%60%

口どちらかというとそうではない

40%20,60%

囲全くその'り回どちらかというとその通り

<644.結婚の。価(夫(襄)との問題を友人等に話す)>

F.住n jag 伽h lrdn 浦ke (始ka)/B可rbo hal' PZ面1凱 ta1且工' jag ibla11d d【1 det lr膽d nagon

n谷工'a V谷11 e11er S1谷kting.
問夫(妻)との間に問題が生じた際,友人や親戚にその話をすることがある.

31.6

40.8

Ut飢 att lrdn 始ke (訂日ka)/

スウ

100%

口そうではなし

スウ

41.8

60% 80%

口どちらかというとそうではない

265

402

20% 40%0%

口全くその通り図どちらかというとその通り

-199

223

17.5

100%

口そうではない

27.フ

58.0

32.4

80%60%

口どちらかというとそうではない

533

28.9

100%

口そうではない



<フ-1-1.夫の家事>

r.日谷1)del' deヒ att n16ngkar att Dln 訂日ke/'ealrbo gj0工'de 訂胞工'a huaM11Sazbete?
r. E谷11del' det att Du tyckez att Du b0工'de g6ta lr胞工'a hugh含11gaTbete?(Ma11)

問.私はもう少し家事をすべきだと思う問.夫がもう少し家事をしてくオ1才1ばいいと思う.(妻)

スウェーデン・妻

スウエーデン・夫

日本・妻

日本・夫

フ.1.1

10.

0%

■

スウエーデン・夫

(Kvitma)

(ヲヨ

日本・妻

100%

102

日本・夫

フ.1.2

.2

16.8

0%

8m6

い

事

16.1

1.

20%

■よくある

スウェーデン・夫

100%

意

日本・妻

5.2

日本・夫

6.

フ.2.1.1

73

31.4

0%

80%

い

15.9

■

100%

28.フ



<フ-2-1-2.家計について 分かれる>

(鵬keソS釦r山o blit 咋tlse i fl'含g0τ 3F. E亘11del' det att DU ^h Din lr旧ke

Pengar att g6ra?
問.お金のことで夫(妻)との間で意見が分かれる.

100%

r

<フ-2-1-3.家事分担について口げんか>

問.家事分担について夫(妻)と口げんかする.

3.9

日本・妻

■

日本・夫

■

12.1

haτΠ欝d

53

35.6

フ.2.1.3

0%

1 1.

337

20%

弐

60%40%

■よくある■時々ある田たまにある口全くない

378夫
.、■

100%

48.8

45.フ

80% 100%

■ ■



<フ-2-1-6.家計について意見が通る>

F.α11 det h釜τlder' att Ni gr谷lal'^ Pengat: hut ofta f含τ' D口 giBta Ozdet?

(訳:お金について口論が起きた場合,あなたの意見が通るのはどれくらいですか.)

Ugh含11gaTbetet: huT ofta f含τ DU

スウエーデン・

■

スウエーデン・夫

国

<フ-2-1-フ.家事分担について家庭円満のためを

F.日谷11der det att Du f6r husfride畑 S

hU臼h含11SaTbetets fδtde111ing?
問.家事分担に不満があっても,家庭の円満のために

12.9

44.9

20%

皿 よくある

80%

い

スウエーデン・

40%

■かなりある

スウェーデン・夫

100%

60%

囲時々ある田たまに

4.9

日本・妻

日本・夫

13.0

フ.2.1 7

10.

8m6

る口全くない

21.8

8.

0%

100%

堅

43.9

34.6

80%

'L、

100%



スウエーデン・夫
2.4

日本・

4

2.5 2.9

日本・夫

12

フ.2.1.B

12.

0%

atセ ta upp Di11a gynP11τlktel' P含

62

2m6

■よくある

24.

66.0

40%

■かなりある

妻

60.4

々

100%

40%

田よくある

60%

回たまにある口全くない

27.9

a訂山o haz hotat att 1谷lma Dig?

39.3

42.8

80%

64.フ

100,6

74.0

90.6

80% 100%



a血a Din lr旧ke (111akaソg田r山0?

<フ-2-24.暴力的脅しを受けた>

F. eat det h谷11t att Du h矼 k谷11t Dig tyaiskt h0ヒad av Din nuvat田lde 始ke/日
問.夫から身体的(暴力的)脅しを受けたことがある.

80.1

20%

囲よく

68.9

65.6

<フ・2・3・1.パートナーの仕事と家庭のバランスにつぃて

F. Hut ofta h谷tldel' det att Di11a ^h Din

gig 含t vad g亘11et二日UI' Din 1憶keg (11追ka
f月m'1jelivet?

問.夫(妻)とどれくらい意見が分かれることがあります力

80%

20%

スウエーデン・妻

93.4

40"

■よくある田たまにある

スウエーデン・夫

100%

90.8

2.0

日本・妻

60%

口全くない

15.

日本・夫

フ.2.3.1

100%

12.

80%

0%

15.1

100%

20%

■よくある

-204
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スウエーデン・夫

日本・妻

3.フ

53

日本・夫

フ.2.3.2

.0

0,6

■

分かれる><フ-2-3-3.子供の世話分担について

F. HUI' ofta h谷tldel' det att DiM 配h Din lr旧keB (訂旧ka3ソg田rb0ヨ

含t vad g釜11eT: Bal'nen5 Uppfostzatl?*スウェーデン調査の設問では

問夫(妻)とどれくらい意見が分かれることがありますか(子供の世話の分担).

スウェーデン・妻

46.1

60%

スウエーデン・夫

4.4

37

日本・妻

日本・夫

37.

100%

27.

8

3.9

0%

含Sikter ekiljel' sig

「子供のしつけ」となっている.

■

15.2

205

100%



<フ-23-4.意見の分かれる内容(スウェーデン)>

F. HUT ofta h谷τlde王' det att Dina och Din lrlakes (訂日kas)/S田「山OS 含Sikter 5kiljet sig?
(訳:次のことにっいて,夫(妻)あるいはパートナーとどれぐらい意見が分かれることがありますか.)

Din lrlake5 (1rlaka5)/sa訂山Os f6ZV谷rV5azbete inveTkal' pa fanliljelivet.( 1 ) eur

あなたの夫あるい1力ゞートナーの仕事が家庭生活にいかに影響を及ぽすか.(訳:

(2)三Ur Ditt f6工'V谷.wgaTbete invel'kaT P含 f田「dljelivQt.
(訳:あなたの仕事が家庭生活にいかに影響を及ぼすか.)

(3) F6rdelningen av hush含11SaTbetet.(訳:家事分担)

(4) peng且血as anV谷τldtling.(訳:お金の使い途)

(5) Ba血ens uppfostr即.(訳:子供のしっけ)

(AldTig)*数宇は「全くない」

と答えた人の割合

-206-

(5)子供のしつけ

(1)パートナーの仕車がどれだけ

妻15.2%

夫14.フ%

家庭生活に影響するか

50

40

＼
＼

四

フ-2-3叫

<フ-23-5.意見が分かれる内容(日本)>

問.次のことについて,夫(妻)とどれぐらい意見が分かれることがありますか

(D 相手の仕事と家庭のバランスの取り方,(2)自分の仕事と家庭のバランスの取り方,(3)家事分担,
(4)家計,(5)子供の世話分担.

妻302%

夫33.8%

(4)お金の使い途

/

(2)自分の仕事と家庭の

襲322%

夫41.4%

10

、、

*数字は「全くない」

と答えた人の割合

、、

^スウェーデン・妻一ーーースウェーデン・夫

^
"^
^
^

'ー

(2)自分の仕車がどれだけ
家庭生活に影響するか

(5)子供の世話分担

妻31.フ%

夫26.4%

妻35.4%

夫32.1 %

襄21.2%

(3)家車分担夫23・0%

0)バートナーの仕事と家庭の
バランスの取り方

50

40

イ＼
、、

、、
/ 、、20

フ.2.3-5

^

/
/

襄40.0%

夫363%

妻41.5%

夫37.0%

(4)家計

/

10

バランスの取り方

妻46.1 %

夫36,8%

＼

^ 妻38.5%

夫312%

(3)家事分担

^^

^日本・妻一ーーー日本・夫

ー
、

ー
ー

＼
/



<8-1.現在の就労を選んでいる要因>

F. an Da f6IV巨Wg矼betar: i vilk印 Utgtl'亘Chling P含Veτ1瞭de ,、A◆角"貞十含凹】de 伐r旧t谷ldigheヒeT

Dig n釜r Du best谷lrde hul'1四Cket Du ska f6rV谷工πアSazbeta?

(1) SV含righeter att f含 heltidaj山b,(2) De kl'av f飢dljeliveセ St谷11eT,

(3) De kl'av Ditt f6rV谷IveaTbete 3t亘11el'1 (4) Din 買日kes/ヨ田rbog 含giktet mlvad D11

Ska g6τa,(5) eush含11et8 behov av inkd幅ter.

問.現在の仕事を決めるとき,次の要因はどのくらい影響しましたか.

①フルタイムの仕事を見つける難しさ,(2)家庭生活の都合,③職場や仕事の条件,④夫の意

(5)家庭の経済状況.

*数宇は「とても影響した」,

「やや影響した」と答えた人

の割合

(5)の経済状況

スウエーデン
76.8%

日本
37.フ%

(1)フルタイムの仕事を見つける

難しさ

80

60

スウエーデン
12.1%

日本
11.6%

40

<8-2.理想の労働時間>

r. QTID、1 k口11de V誠lja, i vi1レ0" dr止a七t1山lg ak111e Du d含 1冶IBt vilja f6ヱV谷WeaI1堤ヒa?
問.もし選べるとしたら望ましい就労時間は,1週問当たり何時間ですか.

スウエーデン

22.5%

日本

21.9%

(4)夫の意見

^スウエーデン・妻^日本・妻

(2)家庭生活の都合

スウェーデン
39.9%

日本
312%

(3)職場や仕事の条件スウェーデン
58.0%

日本
72.フ%

-207ー



<8-3.仕事に対する考え方(稼ぐ必要がなくても働く)>

r.谷V凹1 如l det inte vat en ekd1伐rdBk nι阿V谷τldighe七, gkU11e jag f6rV谷工VaaKbeta.
問.たとえ稼ぐ必要がなくとも,私は働く.

40%20%0%

田そう思う目どちらかというとそう思う口どちらともいえない

<84.仕事に、る考え方(同僚との交流は大事)>

F. K伽ltakt田1訂肥d lrdna al'bet臼k田此atel' betydeτ 1四Cket f6Z lrdg.
問.同僚との交流1ネ私にとって重要である.

、、

.

.

、、

10m680%6m6

国どちらかというとそうでない■そうでない

＼'

、

弌§、..

0% 40兇20"

四そう思う囲どちらかというとそう思う口どちらともいえない

<85.仕事に対する考え方(やりがいをじる)>

F. Mitt j面b 谷t ockS含 11dt七 gtoTa intzeg
問.仕事にやりがいを感じる.

、

.4

100%6m6 80%

四どちらかというとそうでない Nそうでなし

0% 20% 40%

回そう思う四どちらかというとそう思う口どちらともいえない

.0

.7 24

§＼

2.0 .4

.8.2

ゞ§ゞ

入10..C々^

、、 13.

208

60% 80% 100%

困どちらかというとそうでない"そうでない

20.8

フ.2

2.2

.

.

《
'
黒

＼

、



<8-6.仕に対する考え方(仕を減らし,家族との時間を増やしたい)>

F. KUTlde jag V谷lja akU11e jag ti11bringa 1肥ta tid 11把d f釦rliljen 伽h lnl.ndre tid P含
ヨτbetet.

問.もし選べるとすれば,家族といる時間を増やし,仕事の時間を減らす

2m6 40%0%

目そう思う口どちらかというとそう思う口どちらともいえない

<9-1-1.両親休暇取得魯洽(スウェーデン・妻回答)>

F.α11 DU 如h Din 訂旧keノ日alr山o haT har肌追Var紅lde barn: eul' fδrdelade Du och Din

π旧keノ呂alr由o f6工'谷ldl'aledighet印 i S印r山aTld lred de七ヨ印a3te batnetg fδdelse?
(訳:同居する子供がいる場合.末子が生まれたとき,両親休暇をどのように分担しましたか.)

0%

■妻が全期問取得

<9-1-2.両親休暇取の希>

F. an DU 伽h Di11 n旧ke/salrbo hal' 1噂rEMval'ande 卜月竹、: sh111e Du idag 6始ka att Dirl

訂旧ke/galrbo hade tagit ut 凹1 臼t6工'エ'e aTldel av f6τ註ldraledigheten?(Kvilma)
(訳:同居する子供がいる場合.夫あるい1弍,tートナーにもっと多くの両親休暇をとって欲しかったですか.
(女性への設問))

F. an Dユ配h Din ,"角R角ノS印rb01追τ h芭rr隠Vazande bazn: sk口11e Du idag 6ngka att nl

hade tagit ロセ en st6ZI'e a11del av f6工'谷ldzaledighe七en?(Ma11)
(訳:同居する子供がいる場合.今では両親休暇をもっと多く分担したかったと思いますか.(男性への設問))

、、

100%8m66m6

艮どちらかというとそうでない目そうでない

.

、

延ゞ
.

鳳§ゞ

ゞミ

64.1

20%

■妻が9/10取得

100%

.

40%

囲が3/4取得

スウェーデン・妻

.'、ゞ§裁

100%80%60%

口夫と半分ずつ取得口夫が大部分取得

スウエーデン・夫

9.1 2

.

0% 20% 60%40%

■はい回いいえ
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80%



<9-1-3.父親は子供に時間をかけているか>

r.住n D11 ^h Din lr旧ke/Ba11山o hal' har酢侃Vaza11de baT'n: Tyckez DU 臼j巨Iv att Din

訂旧ke/g田「由0 谷gTlat bal'net/barne11 ti11工'巨Ckligヒ 1rNcket tid?(Kvi血a)
(訳:同居する子供がいる場合.あなたの夫あるいはパートナーは子供に対して十分な時間をかけていると思

いますか.(女性への設問))

r. an D{1 伽h Din lrlaka/'3alrbo hal' harErlaval'田lde barn: Tyckex D口日j亘Iv att DU

トイTlher 互gna bal'net/baTnen セi11工'谷Ckligヒ 1rNcket tid?(Ma11)

(訳:同居する子供がいる場合.あなたは子供に対して十分な時問をかけていると思いますか.(男性への設問))

スウエーデン・妻

スウエーデン・夫

9.1.3

<9-2-1.結婚直後の就労状況>

問.あなたは結婚(あるいは事実婚)した時、仕事をどうしましたか.(妻)

0%

^

20% 4m6

ーほΠ画不祠

9・2、1

仕事を

変えた

12%

前から仕事を

していない

02%

60%

< 9-2-2.

問.第

完全退職

12%
その他

0.8,6

後の就労状況>

子を妊娠してから満才になるまでのあなたの就労状況は次のどれに当たわますか.(妻)

80% 100%

同じ仕を襖けた

96.6%

その他

03%

前から仕事を

していない

09%

退庫

2.5%
嵯場変えた

0.6%

同じ駿場で続けた

95.フ%

210



<9-23.出産後仕事を継続できた理由と出産・子育てを両立するための要条件>

問.<子供を出産された方へ>あなたが仕事を続けられたのは次のどのような理由からですか.(複数回答/仕事を続

けた妻3Ⅱ人のみ)

問.女性が子育てしながらき続けるために重要と思われる条件を、次の中からいくっでも選んで0をっけて下さい.
(複数回答妻のみ)

1(刃
92.6

' 89.4 892
92.1

0

92.3

塵前後休

92 3

保所利用 の協力などの椿力児時問職場の雰囲気

回仕事を続けられた理由口仕事と両立のための買要条件

0.8

58.8

872

育児休 労働時短縮 モの他

-2Ⅱ一



Relationen me11an kvinn0τ Och m谷.n i f己lniljer

angaende hush含.11SaTbetet och f6rV谷.rvsaTbetet

En j谷爪f6τelse me11an Japan och sveTige

Inoln xatr除n f6τ Kvinnomaktutl'edningen enligt svenska regeTingens dj_エ'ek七iv

genolrlf6τdeS 1996 en enk谷.tundel'Sδkning i sve上'ige fδ工' att ka上't1谷gga och

analyseTa f6τdelningen av aTbete och pengaτ皿e11an kvinn0τ Och m試n i

Svenska falrL士ljeT.1 Syfte att g6工'a j谷.1nf6τelseT me11an sveTige och

Japan har vi, Japan-sweden compaT'atj_ve ReseaT'ch society士, genoTnfδτt en

Iiknande enk谷.七UndeTS6kning i Japan 1997. Genom V各.T lredaTbetaTe Mieko

Φakahashi V立d soci010giska institutionen, stockh011[6 UniveTsitet, hat

VJ_ kunnat salnaT'beta med de fozskare som vaT ansvarj.ga f6r den svenska

口ndel'Sδkningenl G6τan 祉1τne vj_d soci010giska institutionenl stockh011r旧

UniveTsitet salnt chT'istine Romatl vid soci010giska institutionenl uppsala

Universitet. Tack val'e detta satnaTbete med dem haT vi 士各.tt m6jlighet

att anV巨nda deras data. Denna 口PpsatS 試t basezad P含 dessa data, och i

den f6τS6kez vi analyseTa aTbetsf6τdelningen och Telatlonen me11an

kvinn0王' och πL百.n i svenska och japanska fa1τLiljeT.

王 V含.r uppsats j巨1「止6I V」_τ'elat.ionen me11an kvinnor och m谷.n j. svenska

Och japanska familjeT med f61jande 含.tta utg含ngspunkteτ二(1)

j谷1「ιSt註11dhetstankaT och k6nsnorlner (avsn.2)1 (2) asikte上' om hush各.11S-

aとbetet (avsn.3),(3) hush含11SaTbetets f6τdelning (avsn.4),(4) PTincipeT

fδヱ' hush含.11SaT'betets fδ工'delning (avsn.5)1 (5)τ「Lj_ssnδje och inflytande

( avsn.6)1 ( 6 ) PI'obla【t och konflikt16Snj.ngaT'( avsn.フ)'(フ) fδτV且τ'vsazbete

( avsn.8 )1 ( 8 ) fδτV註τ'vsaTbete och ba上'nuppfostT'an (avsn.9 ).

(1) J且τ「6t谷11dhetstankaT och k6nsnormeT.

Vad tyckeT svenska par och japanska paT oln k6nsnoTmer? FleT svenska

Par an japanska 「δrverkligaT'」_dealet om ett j谷lnlikt paT'tnerskap. ca 80呈

av kvinnoTna och m谷.11nen 立 SveTige tycker att hush含11SaTbetets f6rdeln土ng

Yayoi saito & Nobu lshiguTO

Sa1血anfattning
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Och h口Sh含,11ets f6τ'S6τjning sk口11e vaT'a j且Π止lt f6τ'delade lne11an dem.

D谷.上'emot santtyckeT ca 50暑 av m谷nnen i Japan ti11 en traditione11 Syn P含.

k6nsT011eTna, dvs att kvinnorna ansvaTaT f6t hush含11SaTbetet och m谷nnen

ansvaTaT f6τ husha11ets f6τS6tjning.

( 2 ) ASJ.kteT' om hush含11SaTbetet.

Svenska kvinnoTs och m谷.nS 含5ikter om hush含11Sarbetet 註τ mycket lika.

I Japan anse上' 76.8亀 av m谷nnen att hush含11SaTbete七 kanns meningsfU11t

Och 54.6暑 av kV土nnozna tyckeT att hush含11Sa上'betet 谷.T betungande. Kvinn01'

Och man h己τ olika asikteT om hush含11S己rbetet i Japan.

(3) Hush含.11Sal'betets fδrdelning.

KvinnoTna gδ上' f61jande hush各.11Sal'bete; handlar lrlat,1agaT'1rlat, diskaT,

七V谷ttar och st試da上', mer 註n 鳳谷.nnen i b含da landeTna. Men ca 30亀 av

Svenska paT delar hush各.11SaTbetet j谷Π住)t me11atl kvinnot'na och lR巨nnen.エ

JapaTl g6工' kvinnorna st0上'a delal' av hush各.11Sa王'betet sj巨Iva. Av kvinn0χ'na

i Japan lagaT t eX 87.3亀 mat utan n含gon annans hj谷IP.

Bland svenska hush含11 谷.上"gelnensaln pott"(att gelnensalnt disponex'a

PengaTna som k01血eT in i hush各.11et och vaT och en taT vad hon e11eT' han

beh6Vel') vanligal'e 谷.n andTa typet' av hush各、11SekonoTrd."Hush各.11Skassa"

(kvinnan taT hand om pengaTna soln koTr皿eT in i hush含.11et och geT sedan

Sin l「凪ke/salrlbo pengaT ti11 Petsonliga utgiftel') aT V己nligast i 」apan.

De七 blil' a11t vanligaTe att paT i b含.da 1谷.ndeT'na haT' sepal'ata ekonoTrLJ_e王'.

(4) PTinciper f6τ hush風11SaTbetets f6Zdelning.

Vilka pTinciper 註τ avg6τande f6τ kV土nn0τ Och m谷n i b含da 1谷.ndeTna n谷τ

de f6工'delal' hush含11SaTbetet? PTincipeTna 谷.T tidsTesurs (den som ha上'

mest tid gδτ Tnest husha11SaTbete), jamst巨11dhetstanke (man ska dela

Iika P含 SyssloTna i heNnet)1 kompetens (den som aT b谷.st P風 en syssla

g6τ' den oftast). Kompetens valdeS 1τlest i sverigel och j加【[st谷.11dhetS七aTlken

mest l Japan.

Kvinn0τ

hem betydeT mer

japanska kvinn0τ

(5) Missn6je och

Kvinnor och m谷.n

g0ττneT

f6τ demf de sj巨Iva (5Venska kvinn0τ 63.3亀,anse王'

54.6暑).

infly七ande δVeT hush含11SaTbetet.

i Japan tyckeT att hush最11Sazbetets f6τdelning aT
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0τ'谷.ttvis i j谷.tnf6τelse med svenska par. Kvinn0χ' i b各.da landerna tyckeT'

att de hal'訂槍工' inflytande δVeT' hush各.11SaTbetet 谷.n 魚谷.n. Ett 6Ve上'上'askande

XeS口ltat 谷.エ' att japanska kvinn0王' anser att de haτ皿akt a七t best盆τ血a

6VeT n谷Stan a11t hush含11SaTbete. Fa av dessa kvinnoT utnyttjaT dock

m6jligheten att ut6Va sitt inflytande 6VeT sina m谷.n.

KvinnoT i Japan 谷r meT missn6jda med hush含11SaTbetets f6rdelning

j谷1【Lf6τ't med japanska m谷.n, svenska kvinn0王' och svenska T「住in. Men totalt

Sett 谷.r b含de m註nnen och kvinnoTna i Japan n6jda lned

m巨nnen i n含got h6gre utstτ且Ckning 谷n kvinnoTna.

Man sta11e上 Sig relativt positiv ti11 谷ktenskap

i b含da landeTna.

(6) PToblem och konflikt16SningaT.

Vilka δnskemal hat de ang含ende f6τ巨ndTingaT i hush含11SaTbetets

f6τdelning? HUT ofta haT pax'et konflikteT me11an sig? Flera kvinn0τ巨n

肌谷n b含de i sverige och i Japan vi11 f6τ谷ndra aTbetsf6τdelningen i

heΠ血en. M含.nga svenska kvinnoT taT ofta upp aTbetsf6rdelning ti11

diskussion med sina makaT/salnb0工'1 men det g6τ' inte S各.1n各.nga japanska

kvinn0τ.

De 6Ppna konflikteT'na S3.som 6Ppen oenighet och gτ谷.1 fδrek01血eT' oftaT'e

hos de svenska paren an de japanska.

E6τ att analyseTa de latenta konflikteTna seT vi P各. huT ofta de 士6Z

husfridens skU11 V谷.1jeT att inte ta upp fτ各.goT som r6τ hush各.11Sarbetets

fδrdelning. Det 且τ fleTa svenska kvinn0上'試n svenska m註n som ofta g0上'

detl medan det flera japanska 谷n japanska kvinnor som uppgeT

f6Zh含11anden,Slna

Sak .SaTr盲na
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De latenta konflikterna om hush含11Sekonolrd ar inte S含 Vanliga som de

Iatenta konflikteTna 0肌 aTbetets t6τdelning.

(フ) FδτVarvsaTbete.

Vad tyckeT kvinnoTna och mannen om sina f6τVarvsaTbeten? N且τ Vi

j巨lnf6上' de svenska och japanska kvinnoTnas sk谷.1 ti11 att f6上'vaTvsaTbeta

口PpgeT' m含.nga av de svenska kvinn0τ'na (76.8亀) att de gjort det七a va]_ P各.

grund av h口Sh含11Sekono!r辻n. FδτV谷rvsaT'betets vi11k0τ釜τ' det viktigaste

t6r kvinnoTna i Japan (72.7呈). Kvinnorna vardeS谷.tteT f6τV谷上・vsaTbete

n
-
amτ

-
a



魚er an m谷nnen i b含da 1谷nderna.

SkU11e f6ZV谷τVsaTbeta 谷Ven om det lnte vaT en ekon01【dsk n6dV谷ndighet.

(8) FδτV谷1'vsarbete och baTnuppfostてan.

Hur kla上'aT kvinnoTna aTbete och baTn? l sverige

1谷ndel' S含.som Japan 一谷τ det n谷Stan a11tid kvinnorna som taT ut meTpaTten

av f6τ且ldTaledigheten. Men det ar baTa 55亀 av kvinnoTna d谷τ Som 6nskat

att deras egna m谷n skU11e ha tagit ut fleTa dagaT av f6τ盆ldTaledigheten

deTas barn vaT sm含. Det 谷.τ士6resta11ningal'na om modeTskaP 50m 谷.τ

Inest avg6工'ande fδτ fδτ谷.1dTaledig.Vem soTn aT

N註Stan halften av pappoTna tycker 土nte att de 谷.gnar ti11τ谷.ckligt

mycket tid 含t sina barn. KV土nnoTna 谷.T d谷τemot ganska nδjda med den

tidsomfattning som del'as man agnar baTnen.

Det haT visat sig att m含nga japanska kvinnoT i denna underSδkning

f0τ七Satte att arbeta efter det att de gift sig och efteT det att de f6tt

baTn.
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